
 - 1 - 

 

 

特別陳列「栗東とくすり」 

平成18年3月26日（日）～5月7日（日） 

栗東歴史民俗博物館 

 

展示会場風景

 

 

ごあいさつ 

 

 健やかに生活したいという願いは、時代を問わないものでしょう。病を避け、あるいは軽く留め

ようとする医薬は、人々の生活に深く結びついてきました。 

 江戸時代の栗東では、なんといっても東海道梅ノ木立場の腹薬「和中散」が有名でした。またほ

かにも東海道や中山道沿いの村々を中心に、多くの薬が作られました。これらは明治以降、制度の

近代化や、西洋医学の流入に伴い消えていきましたが、伝来の医薬資料や、屋号、地名などとして

痕跡を今に残しています。 

 本展では、栗東という土地にはぐくまれた医薬の中でも、とくに薬に焦点を当て、江戸時代から

昭和ごろまでの様相を紹介します。 

 最後になりましたが、開催にあたりご協力を賜りました皆様方に、厚く御礼を申し上げます。 

 

   平成18年3月          

                               栗東歴史民俗博物館 
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【
一
】
街
道
と
く
す
り 

 
現
在
で
も
、
慣
れ
な
い
旅
の
途
中
、
体
調
を
く
ず
し
て
薬
の
お
世
話
に
な
る
人
は
少
な
く

な
い
で
し
ょ
う
が
、
江
戸
時
代
に
も
旅
の
道
中
に
薬
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

軽
く
、
か
さ
ば
ら
ず
、
い
た
み
に
く
い
た
め
、
薬
は
土
産
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
た
と
い
い
ま

す
。 

 

東
海
道
、
中
山
道
と
い
う
二
大
街
道
が
通
っ
て
い
た
現
在
の
栗
東
市
域
で
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
東
海
道
梅
ノ
木
立
場
（
う
め
の
き
た
て
ば
）
の
腹
薬
「
和
中
散
（
わ
ち
ゅ
う
さ
ん
）」

が
全
国
的
に
有
名
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
栗
東
の
薬
は
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
街
道
沿
い
の
村
々
で
は
、

多
く
の
薬
が
街
道
を
意
識
し
な
が
ら
製
造
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

 
 

                
 

●
和
中
散
の
販
売
戦
略 

 

江
戸
時
代
、
東
海
道
沿
い
の
梅
ノ
木
立
場
に
は
名
物
の
腹
薬
「
和
中
散(

わ
ち
ゅ
う
さ
ん)

」

を
売
る
店)

が
複
数
あ
り
、
商
売
を
競
い
あ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
中
か
ら
生
ま
れ
た
販
売
方
法
に
は
、
現
在
に
も
通
じ
る
工
夫
が
た
く
さ
ん
み
ら
れ

ま
す
。 

                       

◎ 

実
演
販
売 

 

店
内
に
は
木
製
の
巨
大
な
製
薬
動
輪
が
あ
り
、
薬
の
原
料
を
粉
に
引
く
石
臼
を
人
力
で
動

か
す
あ
り
さ
ま
が
、
街
道
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

街
道
に
面
し
た
広
い
畳
敷
き
の
店
先
に
は
、
大
き
な
茶
釜
が
据
え
ら
れ
ま
し
た
。
旅
人
に

せ
ん
じ
た
て
の
薬
湯
が
振
る
舞
わ
れ
た
と
も
い
い
ま
す
。 

≪東海道筋のくすり≫ 

・ 梅ノ木立場（六地蔵村）：栗東市六地蔵 …[くすり]「和中散」

「伊吹艾」など／和中散屋（大角家、織田家、嶋林家など）、亀

屋善蔵艾店など 

・ 手原村：栗東市手原 …[くすり]「仙伝虫脱丸」など／猪飼家

・ 伊勢落村：栗東市伊勢落 …[くすり]「免痘散」／徳生寺 

≪中山道筋のくすり≫ 

・ 綣村：栗東市綣 …[くすり]「綣村膏薬」「大宝山仏眼寺丸」

「神応丸」など／薬屋源兵衛家など 

・ 中沢立場（中沢村）：栗東市中沢 …[くすり]「和中散」など 

≪金勝道（東海道筋川辺より金勝川上流へむかう）筋のくすり≫

・ 下戸山村：栗東市下戸山 …[くすり]「万治膏」「御目くすり」

／川崎翠松軒 

・ 上砥山村：栗東市上砥山 …[くすり]「中村家方丸薬」 

≪その他≫ 

・ 出庭村：栗東市出庭 …[くすり]「萬金丹」「黒丸子」など／園

田久寿軒 ※東海道と中山道に挟まれる立地で、くすりは東

海道筋梅ノ木立場でも販売されていた。 

 

 
 
 

 
         ▲旧和中散本舗大角家 製薬動輪 
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１
・
東
海
道
名
所
図
会 

巻
二
「
梅
木
」 

 
 
 
 

一
冊 

 

縦
二
五
・
四
㎝ 

横
一
八
・
一
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

 

梅
ノ
木
立
場
の
和
中
散
屋
を
描
く
。「
ぜ
さ
い
」「
和
中
散
」
な
ど
の
看
板
を
か
か
げ
、
店

先
で
は
茶
碗
に
注
い
だ
薬
湯
を
旅
人
に
振
舞
っ
て
い
る
。 

 

和
中
散
を
売
る
家
は
「
是
斎
（
定
斎(

ぜ
さ
い
／
じ
ょ
さ
い
）、
ぜ
さ
い
）」
な
ど
と
名
乗
り
、

是
斎
屋
と
称
さ
れ
た
。 

 
 
 
 

 

２
・
摂
津
名
所
図
会 

住
吉
郡
一 

 
 
 
 

一
冊  

 

縦
二
五
・
七
㎝ 

横
一
八
・
一
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

 

天
下
茶
屋
（
現
大
阪
市
大
正
区
）
に
あ
っ
た
織
田
家
和
中
散
の
店
先
の
様
子
。
複
数
あ
っ

た
和
中
散
屋
の
中
で
も
、
織
田
家
は
積
極
的
に
外
に
売
り
に
出
て
商
売
を
拡
大
し
た
。 

 

画
面
む
か
っ
て
右
手
の
店
内
で
は
、
成
人
男
性
二
人
が
製
薬
動
輪
の
中
に
入
っ
て
動
輪
を

ま
わ
し
て
い
る
。
街
道
に
面
し
た
店
先
で
は
、
ふ
る
ま
い
の
薬
湯
を
す
す
り
な
が
ら
旅
人
が

足
を
休
め
て
い
る
。
基
本
的
な
店
の
つ
く
り
は
、
ど
こ
の
和
中
散
屋
も
共
通
で
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 
 

 

 
                          （部分） 
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３
・
東
海
道
五
十
三
駅
名
物
合 

 
 
 
 

一
枚 

 

縦
四
七
・
六
㎝ 

横
三
二
・
〇
㎝ 

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
） 

 

館
蔵 

 

東
海
道
を
浜
松
（
静
岡
県
）
を
境
に
東
西
に
わ
け
、
沿
道
の
名
物
を
番
付
に
仕
立
て
て
い

る
。
上
段
む
か
っ
て
左
の
西
方
前
頭
二
枚
目
に
「
梅
木 

和
中
散
」
が
み
え
る
。 

 

和
中
散
に
相
対
す
る
東
方
前
頭
二
枚
目
に
は
「
小
田
原 

外
郎
」
が
置
か
れ
、
両
者
は
東

西
並
び
称
さ
れ
る
名
薬
で
あ
っ
た
。 

 

４
・
ぜ
さ
い
茶
碗 

 
 
 
 

一
口 

 

高
四
・
〇
㎝ 

 
 

館
蔵 

 

側
面
に
「 

目
野
木
ぜ
さ
い
」
と
あ
る
。
近
年
、
甲
賀
市
信
楽
町
で
採
取
さ
れ
た
。 

 

梅
ノ
木
立
場
の
是
斎
屋
で
、
あ
る
い
は
こ
う
い
っ
た
名
入
り
の
茶
碗
が
使
わ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。 

  

        

５
・
版
木    

 
 

四
点 

 
 
 
 
 
 
 
  

江
戸
時
代 

(

Ａ) 

旧
和
中
散
本
舗
大
角
家
蔵 

 

（
Ｂ
） 

館
蔵 

 

薬
の
包
紙
を
摺
る
た
め
に
使
用
し
た
木
版
。（
Ａ
）
は
大
角
家
和
中
散
で
、(

Ｂ)

は
織
田
家

和
中
散
で
使
用
さ
れ
た
も
の
。 

（
釈
文
） 

（
Ａ
） 

・
和
中
散
包
紙
版
木 

「
伊
勢
屋
大
角
弥
右
衛
門
／
梅
木
本
方
／
江
州
栗
太
郡
石
部
草
津
之
間
／
梅
木
村
本
元
わ
ち

う
さ
ん
／
此
家
よ
り
一
切
他
国
へ
売
出
シ
不
申
候
」 

・
伊
吹
艾
包
紙
版
木 

「
伊
吹
山
御
艾
所
／
江
州
栗
太
郡
石
部
草
津
之
間
／
梅
木
村
本
家
大
角
製
／
此
家
よ
り
一
切

他
国
売
出
不
申
候
」 

（
Ｂ
） 

・
和
中
散
包
紙
版
木 

「
昔
よ
り
売
始
候
／
江
州
栗
太
郡
石
部
草
津
之
間
／
梅
木
村
本
家
ぜ
さ
い
／
此
家
之
外
一
さ

い
他
国
売
出
し
不
申
候
」 

・
伊
吹
艾
包
紙
版
木 

「
伊
吹
山
御
艾
所
／
江
州
栗
太
郡
石
部
草
津
之
間
／
梅
木
本
家
ぜ
さ
い
／
昔
よ
り
売
弘
申
候

根
本
ニ
紛
無
御
座
候
」 

 

◎ 

ご
当
地
限
定VS

全
国
展
開 

 

「
此
家
よ
り
一
切
他
国
へ
売
り
出
し
申
さ
ず
候
」
と
、
こ
こ
に
来
な
け
れ
ば
買
う
こ
と
が

出
来
な
い
希
少
価
値
を
前
面
に
お
し
だ
す
店
と
、「
昔
よ
り
売
弘
め
申
し
候
」
と
、
商
い
の

規
模
の
大
き
さ
や
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
店
と
が
あ
り
、
お
互
い
に
競
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。



 - 5 - 

●
街
道
と
く
す
り 

 

６
・
六
地
蔵
村
街
道
筋
軒
別
絵
図 

 
 
 
 

一
鋪 

縦
三
二
・
七
㎝ 

横
八
六
・
三
㎝ 

江
戸
時
代 

 
 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

江
戸
時
代
、
梅
ノ
木
立
場
の
あ
っ
た
六
地
蔵
村
の
街
道
筋
の
様
子
を
記
す
。
三
軒
の
和
中

散
屋
が
記
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
参
勤
交
代
の
大
名
な
ど
が
休
憩
す
る
小
休
本
陣
を
兼
ね
た
。 

 

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
江
戸
か
ら
大
坂
に
む
け
て
東
海
道
を
旅
し
た
大
田
蜀
山
人

は
紀
行
文
『
改
元
紀
行
』
の
中
で
五
軒
の
和
中
散
屋
の
存
在
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
絵
図
に

記
さ
れ
る
大
角
家
、
嶋
林
家
、
織
田
家
の
三
軒
の
ほ
か
、「
中
出
（
中
庭
で
）」「
東
出
」
の
屋

号
の
残
る
大
角
家
系
の
出
店
と
み
ら
れ
る
。 

 
 

       

７
・「
わ
ち
う
さ
ん
」
置
看
板 

 
 
 
 

一
基 

 

縦
一
四
八
・
八
㎝ 

横
八
八
・
〇
㎝ 

高
八
八
・
〇
㎝ 

 
 

旧
和
中
散
本
舗
大
角
家
蔵 

 

大
角
家
和
中
散
の
み
せ
の
真
ん
中
に
据
え
ら
れ
た
大
き
な
置
看
板
。
画
面
に
は
「
本
元
家

梅
木
村
元
祖
」「
わ
ち
う
さ
ん
」「
か
な
書
看
板
外
ニ
類
な
し
」
と
記
す
。
漢
字
の
「
和
中
散
」

で
は
な
く
ひ
ら
が
な
で
「
わ
ち
う
さ
ん
」
と
書
く
の
は
こ
の
店
だ
け
で
あ
る
と
し
て
、
他
店

と
区
別
を
は
か
っ
て
い
る
。 

  

 
 
 

 

    

８
・「
本
家
ぜ
さ
い
」
掛
看
板 

 
 
 
 

一
枚 

 

縦
八
〇
・
〇
㎝ 

横
一
一
〇
・
五
㎝ 

 
 

旧
和
中
散
本
舗
大
角
家
蔵 

 

旧
和
中
散
本
舗
大
角
家
に
伝
来
し
た
。「
根
本
梅
木 

本
家
ぜ
さ
い
」
と
両
面
に
彫
ら
れ
、

街
道
に
面
し
た
軒
下
に
掲
げ
ら
れ
た
。 

 

同
様
の
形
を
し
た
看
板
は
『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
。 

 

９
・「
和
中
散
」
掛
看
板 

 
 
 
 

一
枚 

 

縦
八
四
・
八
㎝ 

横
四
八
・
七
㎝ 

 
 

館
蔵 

 

「
御
香
具
所
根
本
梅
木/

和
中
散/

大
和
大
掾
藤
原
定
斎
」
と
彫
ら
れ
る
。
嶋
林
家
和
中
散

の
資
料
。 

 

和
中
散
屋
は
、
嶋
林
家
の
「
大
和
大
掾
」
を
は
じ
め
、
大
角
家
が
「
伊
勢
大
掾
」、
織
田
家

が
「
近
江
大
掾
」
の
受
領
名
を
そ
れ
ぞ
れ
名
乗
っ
た
。 

《
大
田
蜀
山
人
『
改
元
紀
行
』
よ
り
》 

※
は
編
者
加
筆 

左
の
か
た
に
は
じ
め
て
梅
の
木
和
中
散
と
い
へ
る
み
せ
あ
り
（
※
東
出
）。
聞
し
に
も
似
ず
小

さ
な
る
み
せ
と
思
ふ
に
、
又
お
な
じ
み
せ
あ
り
。
二
軒
目
（
※
中
出
）。
三
軒
目
の
み
せ
よ
ろ

し
（
※
大
角
家
）。
四
軒
目
（
四
軒
め
、
根
元
い
ゑ
、
定
歳
）
こ
れ
に
つ
ぐ
。
島
林
定
歳
と
し

る
せ
り
（
※
嶋
林
家
）。
五
軒
目
を
本
家
ぜ
さ
い
と
い
ふ
（
※
織
田
家
）。 
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10
・
製
薬
道
具    

 

一
式 

江
戸
時
代 

 

旧
和
中
散
本
舗
大
角
家
蔵 

・
薬
研 

 
 
 
 

一
組 

 

薬
を
調
製
す
る
の
に
使
う
道
具
の
ひ
と
つ
。
薬
種
（
漢
方
薬
の
原
料
）
を
舟
形
の
台
に
入

れ
、
車
輪
状
の
器
具
を
動
か
し
て
押
し
砕
く
。 

・
片
手
薬
研 

 
 
 
 

一
組 

 

「
片
手
切
」「
片
手
盤
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
道
具
で
、
薬
種
（
漢
方
薬
の
原
料
）
を
細
切
れ

に
す
る
の
に
使
う
。
硬
く
乾
燥
し
た
薬
種
も
、
力
を
入
れ
て
刃
を
滑
ら
せ
た
り
せ
ず
に
切
る

こ
と
が
で
き
た
。 

・
薬
刀 

 
 
 
 

一
点 

 

薬
種
を
切
る
の
に
使
う
。
柄
に
「
大
角
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

・
製
薬
用
ふ
る
い 

 
 
 
 

一
点 

 

石
臼
で
細
か
く
挽
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
種
を
、
分
量
を
量
っ
て
こ
の
中
に
入
れ
、
ふ
る
い

お
と
し
な
が
ら
混
ぜ
合
わ
せ
て
製
品
に
し
た
。 

 

箱
の
中
に
は
目
の
細
か
い
絹
地
を
張
っ
た
篩
が
入
っ
て
お
り
、
蓋
を
し
た
状
態
で
つ
ま
み

を
動
か
す
と
篩
が
平
行
移
動
す
る
。
蓋
を
し
た
ま
ま
ふ
る
え
る
の
は
、
細
か
い
粉
末
に
な
っ

た
薬
が
舞
い
上
が
ら
な
い
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
小
型
だ
が
、
大
量
に
生
産
し
て
い
た
当
時
に
つ
か
わ
れ
て
い
た
の
は
、
一
抱
え
ほ

ど
も
あ
る
大
き
な
も
の
と
い
う
。 

 

11
・
大
角
家
和
中
散
版
木
類 

 
 

 
 

江
戸
時
代 

 

旧
和
中
散
本
舗
大
角
家
蔵 

 

大
角
家
で
は
、
和
中
散
の
ほ
か
、
金
功
丸
、
黄
膏
、
神
教
丸
、
鎮
火
五
冷
散
な
ど
多
く
の

薬
を
商
っ
た
。 

 

ま
た
和
中
散
の
包
紙
の
版
木
の
中
に
は
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
や
文
政
一
一
年
（
一

八
二
八
）
の
年
記
の
あ
る
も
の
も
見
え
る
。 

 

12
・
織
田
家
和
中
散
版
木
類 

 
 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

 

織
田
家
和
中
散
に
ゆ
か
り
の
版
木
と
み
ら
れ
る
。
織
田
家
で
も
、
和
中
散
の
ほ
か
、
開
運

勝
利
丸
、
軍
中
散
、
鶏
卵
薬
な
ど
を
商
っ
た
。 

 

和
中
散
の
包
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
大
角
家
の
も
の
と
も
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。 

 

13
・
守
護
開
運
勝
利
丸
由
緒
并
効
能
書 

 
 
 
 

一
通 

 

縦
一
七
・
六
㎝ 

横
四
八
・
一
㎝ 

 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

守
護
開
運
勝
利
丸
は
、
和
中
散
と
な
ら
ぶ
織
田
家
和
中
散
の
代
表
的
な
薬
。 

 

こ
こ
で
は
江
戸
時
代
初
頭
に
活
躍
し
た
天
海
大
僧
正
（
一
五
三
六
～
一
六
四
三
）
の
宝
庫

か
ら
得
た
秘
方
と
し
、
病
だ
け
で
な
く
、
開
運
や
勝
利
、
商
売
の
利
益
、
妖
怪
の
害
を
逃
れ

る
こ
と
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
効
用
を
述
べ
て
い
る
。 

 

一
子
相
伝
と
さ
れ
、
薬
種
の
配
合
は
暗
号
の
よ
う
に
記
さ
れ
詳
細
は
「
口
伝
」
と
さ
れ
た
。

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
正
月
元
旦
に
調
合
し
た
と
の
年
記
が
あ
る
。 

 
 

 

◎ 
く
す
り
を
つ
く
る
道
具 

散
薬
（
粉
薬
）
で
あ
る
「
和
中
散
」
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
。 

① 

薬
種
（
漢
方
薬
の
原
料
）
を
刻
む 

…
使
う
道
具
／
「
片
手
切
」
な
ど 

② 

さ
ら
に
細
か
く
粉
砕
す
る 

…
「
薬
研
」「
石
臼
」
な
ど
（
製
薬
動
輪
は
石
臼
を
動
か

す
た
め
の
仕
掛
け
） 

③ 

ふ
る
い
な
が
ら
混
ぜ
合
わ
せ
る 

…
「
ふ
る
い
」
な
ど 

な
お
、
丸
薬
（
粒
状
の
薬
）
で
あ
れ
ば
、
粉
砕
し
た
あ
と
に
炊
い
た
米
な
ど
と
混
ぜ
て
練

り
合
わ
せ
、
形
を
整
え
る
。 
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14
・
伊
吹
艾
亀
屋
掛
看
板 

 
 
 
 

一
枚 

 
 

縦
一
四
六
・
〇
㎝ 

横
四
〇
・
〇
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

梅
ノ
木
立
場
の
艾
屋
、
亀
屋
善
蔵
艾
店
の
軒
先
に
掲
げ
ら
れ
た
看
板
。
亀
屋
の
名
に
ち
な

ん
で
亀
の
彫
り
物
が
と
り
つ
け
ら
れ
る
。 

 

伊
吹
艾
は
柏
原
宿
（
現
米
原
市
）
の
名
物
と
し
て
名
高
い
が
、
梅
ノ
木
立
場
周
辺
に
も
艾

屋
は
多
か
っ
た
。
寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
江
戸
か
ら
大
坂
へ
の
道
中
に
こ
の
あ
た
り

を
通
過
し
た
大
田
蜀
山
人
も
『
改
元
紀
行
』
に
「
此
わ
た
り
伊
吹
艾
う
る
み
せ
多
し
。
み
な

亀
屋
と
い
へ
る
家
名
な
り
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。 

 

15
・
伊
吹
艾
亀
屋
置
看
板 

 
 
 
 

一
基 

 
 

縦
一
四
四
・
五
㎝ 

横
七
九
・
〇
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

梅
ノ
木
立
場
の
艾
屋
、
亀
屋
善
蔵
艾
店
の
置
看
板
。
置
看
板
は
店
内
の
中
心
に
目
立
つ
よ

う
に
据
え
ら
れ
、デ
ザ
イ
ン
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。こ
こ
で
は
亀
屋
の
名
に
ち
な
ん
で
、

本
物
の
よ
う
に
精
巧
か
つ
立
体
的
に
彫
り
だ
し
た
一
対
の
亀
を
取
り
付
け
て
い
る
。 

 
 16

・
シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』 

 
 
 
 

 

縦
二
七
・
二
㎝ 
横
一
九
・
四
㎝ 

館
蔵 

 

シ
ー
ボ
ル
ト
（
一
七
九
六
～
一
八
六
六
）
は
ド
イ
ツ
人
の
医
師
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

か
ら
同
一
二
年
ま
で
の
間
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
員
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
、
調
査
や
資
料

収
集
に
あ
た
っ
た
。 

 

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府
に
随
行
し
た
際
に
梅
ノ
木
立
場

を
通
り
、
和
中
散
の
店
に
も
滞
在
し
て
主
人
と
交
友
を
深
め
た
。 

    

                

 

17
・
神
教
丸
・
天
真
膏
包
紙 

 
 
 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 
梅
ノ
木
立
場
の
大
角
家
和
中
散
に
関
わ
る
資
料
。
天
真
膏
の
包
紙
に
「
大
角
梅
雲
軒
」
と

あ
る
。 

 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
記
し
た
『
日
本
』
に
も
、
梅
ノ
木
立
場
の
和
中
散
屋
に
、
神
教
丸
や
天
真

膏
が
売
ら
れ
て
い
た
記
事
が
み
え
る
。 

  

《
シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』
よ
り
》 

 

※
は
編
者
加
筆 

三
月
二
六
日 

七
時
に
草
津
を
た
つ
。
切
れ
目
な
い
家
並
み
と
な
っ
て
長
く
続
い
て
い
る

村
々
を
通
り
過
ぎ
、
梅
木
村
に
あ
る
有
名
な
薬
屋
の
た
い
へ
ん
心
地
よ
い
東
屋
で
休
み
、
評

判
の
い
く
つ
か
の
薬
を
買
っ
た
。
神
の
力
を
も
つ
丸
薬
と
い
う
意
味
の
神
教
丸
、
ヨ
モ
ギ
を

粉
末
に
し
た
艾
、
何
千
何
万
の
黄
金
の
ね
り
薬
と
い
う
萬
金
丹
、
膏
薬
の
天
真
膏
、
誤
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
語
でVruggmakende Middel

と
書
い
て
あ
る
万
天
油
な
ど
で
あ
る
。
私
は
後
屋

で
薬
を
細
か
く
ひ
く
た
め
に
備
え
付
け
た
踏
臼
を
注
意
深
く
眺
め
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
俵

が
開
い
て
い
て
、
そ
こ
に
セ
ン
ブ
リ
と
ダ
イ
ダ
イ
の
乾
か
し
た
も
の
を
見
つ
け
た
と
き
に
、

こ
の
有
名
な
万
能
薬
、
こ
と
に
胃
痛
や
頭
痛
に
効
く
和
中
散
の
秘
密
を
偶
然
に
発
見
し
た
の

で
あ
る
。
私
は
す
で
に
以
前
か
ら
セ
ン
ブ
リ
を
す
ぐ
れ
た
苦
い
薬
と
し
て
知
っ
て
い
た
。
そ

れ
は
ダ
イ
ダ
イ
の
皮
と
と
も
に
そ
の
売
薬
の
二
つ
の
主
成
分
を
な
し
て
い
る
。
主
人
は
わ
れ

わ
れ
を
手
厚
く
も
て
な
し
て
く
れ
た
が
、
使
節
が
彼
に
敬
意
を
表
さ
ず
、
茶
菓
を
受
け
な
か

っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
た
。
私
は
彼
が
来
な
い
の
は
気
分
が
悪
い
た
め
で
あ
る
と
詫
び
、
親

切
な
主
人
と
家
族
に
い
く
ら
か
の
贈
り
物
を
し
た
。
自
分
の
庭
を
て
い
ね
い
に
手
入
れ
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
男
（
※
薬
屋
の
主
人
。
大
角
弥
右
衛
門
か
）
は
植
物
の

愛
好
家
と
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
周
囲
の
山
々
か
ら
植
物
を
採
集
し
、
京
都
に
い
る
私
の
友

人
を
通
じ
て
、
出
島
へ
送
り
届
け
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
私
は
、
植
物
に
恵
ま
れ
た
土

地
で
は
、
い
つ
も
こ
う
い
う
ふ
う
に
採
集
を
頼
み
、
多
く
の
珍
し
い
植
物
を
探
し
出
す
。 



 - 8 - 

18
・
萬
金
丹
看
板 

 
 
 
 

一
枚 

 
 

縦
一
一
五
・
〇
㎝ 

横
三
五
・
八
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

出
庭
村
（
現 

栗
東
市
出
庭
）
で
製
薬
と
薬
種
（
漢
方
薬
の
原
料
）
の
販
売
業
を
営
ん
だ

園
田
喜
兵
衛
家
の
看
板
。
上
方
に
描
か
れ
た
山
の
形
は
、
出
庭
村
か
ら
も
よ
く
見
え
る
三
上

山
を
象
っ
た
も
の
と
い
う
。 

 

裏
面
に
は
、
家
伝
萬
金
丹
の
元
祖
は
園
田
家
十
一
代
の
園
田
為
恒
（
一
七
九
八
～
一
八
六

三
）
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
為
恒
は
園
田
家
中
興
と
さ
れ
た
為
名
の
子
。
萬
金
丹
と
並

ん
で
園
田
家
で
販
売
さ
れ
た
薬
で
あ
る
黒
丸
子
も
、
為
恒
を
祖
と
す
る
。 

 

  

 

  

19
・
萬
金
丹
紙
看
板
版
木 

 
 
 
 
1

枚 

縦
七
〇
・
八
㎝ 

横
二
三
・
八
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

看
板
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
を
刷
る
。
展
示
の
表
面
が
墨
、
裏
面
は
赤
色
の
二
色
刷
り
で
、
三

上
山
の
形
の
部
分
に
赤
い
色
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

下
方
に
「
取
次
所
」
と
あ
り
、
萬
金
丹
を
販
売
す
る
店
に
渡
し
て
使
っ
た
も
の
か
。 

 

20
・
黒
丸
子
引
札
版
木 

 
 
 

一
枚 

 
 

縦
二
二
・
二
㎝ 

横
四
三
・
五
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

黒
丸
子
は
、
明
治
初
頭
ま
で
作
り
続
け
ら
れ
た
園
田
家
の
代
表
薬
の
ひ
と
つ
。 

 

名
医
半
井
道
三
が
梅
ノ
木
村
に
住
し
た
と
き
、
織
田
ぜ
さ
い
の
先
祖
に
処
方
を
授
け
た
薬

で
あ
る
と
さ
れ
、
園
田
家
で
最
初
に
黒
丸
子
を
調
合
し
た
と
さ
れ
る
園
田
為
恒
が
そ
の
弘
人

(

ひ
ろ
め
に
ん)

と
さ
れ
て
い
る
。 

 

め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、
腹
痛
な
ど
の
ほ
か
、
看
病
す
る
人
が
服
用
す
れ
ば
病
を
う
つ
さ

れ
な
い
な
ど
の
効
用
を
う
た
う
。 

 

21
・
人
参
六
味
丸
薬
品
分
量
附 

 
 
 
 

一
通 

縦
三
四
・
八
㎝ 

横
四
七
・
七
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

人
参
六
味
丸
は
、
萬
金
丹
や
黒
丸
子
と
並
ぶ
園
田
家
の
代
表
的
な
薬
。「
是
斎
織
田
彦
十
郎

代
々
家
秘
」
で
「
南
光
坊
僧
正
御
伝
の
薬
」
と
記
さ
れ
る
。 

 

織
田
彦
十
郎
は
、
梅
ノ
木
立
場
の
和
中
散
屋
。 

 

南
光
坊
僧
正
は
江
戸
時
代
初
頭
に
活
躍
し
た
天
海
大
僧
正
（
一
五
三
六
～
一
六
四
三
）
の

こ
と
。
高
僧
や
神
仏
の
霊
験
な
ど
を
か
た
り
薬
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
は
、
明
治
に
な
る
ま

で
よ
く
行
わ
れ
た
。 

 

22
・
萬
金
丹
薬
種
分
量
書 

 
 

一
通 

 

縦
三
三
・
八
㎝ 

横
四
八
・
二
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 
萬
金
丹
は
、
出
庭
村
（
現 

栗
東
市
出
庭
）
の
園
田
久
寿
軒
で
売
ら
れ
て
い
た
く
す
り
。 

 
本
資
料
は
萬
金
丹
に
配
合
さ
れ
る
薬
種
と
そ
の
分
量
を
記
し
た
も
の
で
、
園
田
家
萬
金
丹

の
元
祖
と
さ
れ
る
園
田
為
恒
（
一
七
九
八
～
一
八
六
三
）
の
名
が
あ
る
。 
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23
・
人
参
六
味
丸
引
札 

 
 
 

一
枚 

縦
三
二
・
〇
㎝ 

横
四
二
・
八
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

引
札
は
、
現
在
の
チ
ラ
シ
に
あ
た
る
。
園
田
家
で
売
ら
れ
て
い
た
薬
の
ひ
と
つ
人
参
六
味

丸
に
つ
い
て
、
そ
の
効
用
や
服
用
の
仕
方
、
値
段
な
ど
を
記
す
。 

 

冒
頭
か
ら
「
第
一
腎
の
水
を
増
し
諸
病
悉
く
治
す
る
名
剤
」
と
し
、
胸
の
痛
み
か
ら
婦
人

病
、
腰
や
膝
の
痛
み
、
痔
な
ど
ま
で
、
何
に
で
も
効
き
、
不
老
長
寿
を
保
つ
と
解
説
さ
れ
て

い
る
。 

 

末
尾
に
は
「
江
州
三
上
山
南
面
出
庭
村 

薬
屋
喜
兵
衛
製
」
と
あ
り
、
商
号
に
も
さ
れ
た

三
上
山
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。 

 

24
・
上
戸
山
中
村
家
方
丸
薬
製
法
書 

一
通 

縦
一
五
・
六
㎝ 

横
四
一
・
九
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

園
田
家
の
中
興
と
さ
れ
る
為
名
と
、
萬
金
丹
な
ど
を
園
田
家
で
最
初
に
調
合
し
た
と
さ
れ

る
為
恒
と
の
連
名
で
、
上
戸
山
村
（
現 

栗
東
市
上
砥
山
）
の
中
村
家
に
伝
え
ら
れ
た
丸
薬

の
処
方
を
調
べ
記
し
た
も
の
。 

 

天
保
七
年(

一
八
三
六)

に
調
査
し
、天
保
一
〇
年
に
園
田
松
五
郎
に
伝
授
し
た
と
さ
れ
る
。 

 

25
・
川
﨑
翠
松
軒
版
木 

 
 
 

一
括 

 

江
戸
時
代 

 
館
蔵 

 

川
﨑
翠
松
軒
は
、
江
戸
時
代
、
下
戸
山
村
（
現 

栗
東
市
下
戸
山
）
で
営
業
し
て
い
た
薬

屋
。「
万
治
膏
」
と
い
う
名
の
膏
薬
（
煉
り
薬
）
と
、「
御
目
ぐ
す
り
」
と
い
う
名
の
目
薬
を

商
っ
て
い
た
。 

 

下
戸
山
村
は
街
道
筋
の
村
で
は
な
い
が
、
東
海
道
か
ら
金
勝
道
に
入
れ
ば
、
東
海
道
目
川

立
場
（
現 

栗
東
市
岡
・
目
川
）
か
ら
も
さ
ほ
ど
遠
く
な
か
っ
た
。「
万
治
膏
」
の
引
札
に
「
目

川
ヨ
リ
十
丁
東
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
街
道
を
意
識
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
。 

 

・
万
治
膏
引
札
版
木 
 
 
 
 

一
枚
（
縦
一
五
・
六
㎝ 

横
二
二
・
四
㎝
） 

 

「
万
治
膏
」
は
瘭
疸
な
ど
の
化
膿
や
で
き
も
の
を
は
じ
め
、
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
万
事
に

効
く
と
さ
れ
た
膏
薬
（
煉
り
薬
）。 

 

末
尾
に
は
「
本
家
調
合
所 

江
州
栗
田
郡
〔
目
川
ヨ
リ
十
丁
東
〕
下
戸
山
村 

川
﨑
翠
松

軒
」
と
あ
る
。 

・
万
治
膏
紙
看
板
版
木 

 
 
 
 

一
枚
（
縦
四
二
・
三
㎝ 

横
一
四
・
九
㎝
） 

・
御
目
ぐ
す
り
紙
看
板
版
木 

 
 
 
 

一
枚
（
縦
四
二
・
三
㎝ 

横
一
五
・
〇
㎝
） 

 

紙
看
板
は
、
今
で
い
う
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
。
室
内
の
壁
な
ど
に
貼
ら
れ
た
。
商
品

名
と
と
も
に
効
用
が
書
か
れ
る
。 

 

「
万
治
膏
」
は
頭
痛
、
肩
こ
り
、
疝
気
（
腹
痛
）、
ひ
び
、
あ
か
ぎ
れ
、
し
も
や
け
、
や
け

ど
、
切
り
傷
、
く
さ
（
で
き
も
の
）
の
類
一
切
に
効
く
と
さ
れ
、「
御
目
ぐ
す
り
」
は
よ
ろ
ず

目
の
わ
ず
ら
い
に
よ
し
と
さ
れ
る
。 

・
万
治
膏
包
紙
版
木 

 
 
 
 

一
枚
（
縦
一
七
・
〇
㎝ 

横
一
三
・
〇
㎝
） 

・
御
目
ぐ
す
り
包
紙
版
木 

 
  

 

一
枚
（
縦
一
七
・
二
㎝ 

横
一
三
・
三
㎝
） 

包
紙
（
薬
を
包
装
す
る
外
袋
）
の
表
に
刷
ら
れ
た
。 

・
御
目
ぐ
す
り
効
能
書
版
木 

 
 
 
 
 

一
枚
（
縦
一
六
・
八
㎝ 

横
一
五
・
五
㎝
） 

包
紙
（
薬
を
包
装
す
る
外
袋
）
の
裏
面
に
刷
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 

 

26
・
免
痘
散
版
木 

 
 
 
 

一
枚 

 
 

縦
一
七
・
二
㎝ 

横
四
〇
・
〇
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

東
海
道
筋
の
伊
勢
落
村
の
徳
生
寺
で
作
ら
れ
て
い
た
「
免
痘
散
」
の
効
能
や
由
緒
を
刷
る

版
木
。
薬
の
名
の
通
り
、
疱
瘡
を
中
心
に
何
に
で
も
効
く
と
書
か
れ
る
。
配
合
成
分
は
「
あ

る
人
の
大
家
伝
」
と
す
る
の
み
で
明
か
さ
な
い
が
、
こ
れ
が
明
治
ま
で
の
通
例
で
あ
っ
た
。

印
面
は
摩
滅
が
目
立
ち
、
か
な
り
使
い
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

文
末
の
「
江
州
石
部
草
津
間
伊
勢
落
村
徳
生
寺
製
」（
石
部
宿
と
草
津
宿
の
間
に
あ
る
伊
勢

落
村
の
徳
生
寺
の
製
品
）
と
い
う
表
現
は
、
多
分
に
街
道
を
意
識
し
て
い
る
。 
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（
釈
文
） 

 
 
 

免
痘
散 

夫
疱
瘡
ハ
諸
人
の
の
が
れ
ざ
る
所
に
し
て 

子
を
も
ち
た
る
人
こ
れ
を
愁
ざ
る
は
な
し 

し
か
る
に
此
薬
を
■
年
■
へ
用
ひ
お
く
時
ハ 

一
生
疱
瘡
の
愁
な
し
予
ニ
一
ツ
い
た
す
も
の 

あ
り
と
も
い
た
つ
て
か
ろ
き
事
妙
也 

元
来
此
薬
ハ
あ
る
人
の
大
家
伝
に
し
て
予 

是
を
■
■
見
る
に
誠
ニ
其
効
能
の
妙 

な
る
事
を
し
る
故
此
方
を
予
ニ
授
へ
き
事
を 

数
年
も
と
む
と
い
へ
ど
も
さ
ら
に
ゆ
る
さ
ず 

し
か
る
に
今
度
何
と
か
し
け
ん
予
を
ひ
そ
か 

に
ま
ね
き
あ
き
ら
か
に
伝
へ
け
り
誠
ニ
世
に 

な
ら
び
な
き
大
妙
方
也
用
ひ
て
■
妙
を 

し
る
へ
し 

此
薬
用
ひ
や
う
ハ
風
に
て
も
ひ
し
か
又
ハ
む
し
に
て
も 

い
で
る
か
何
な
り
と
も
少
し
や
ま
い
の
い
で
た
る 

時
に
さ
ゆ
に
て
用
ひ
お
く
へ
し
き
ぶ
ん
よ
ろ 

し
き
時
用
ひ
て
ハ
其
し
る
し
あ
し 

 
 
 
 
 
 

江
州
石
部
草
津
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
勢
落
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
生
寺
製 

 

27
・
仙
伝
虫
脱
丸
紙
看
板 

 
 
 
 

二
枚 

縦
五
一
・
五
㎝ 

横
一
七
・
二
㎝
／
縦
七
八
・
二
㎝ 

横
二
六
・
八
㎝ 

近
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

仙
伝
虫
脱
丸
は
、
東
海
道
筋
手
原
村
（
現 

栗
東
市
手
原
）
の
猪
飼
家
で
製
造
販
売
さ
れ

て
い
た
薬
。
癲
癇
（
発
作
的
な
ひ
き
つ
け
な
ど
）
や
驚
風
（
小
児
脳
膜
炎
な
ど
の
類
）、
疳
の

虫
（
夜
泣
き
や
ひ
き
つ
け
な
）
な
ど
、
当
時
体
内
に
住
ま
う
「
虫
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
諸
症
状
に
効
く
と
さ
れ
た
。 

 

紙
看
板
は
店
内
に
宣
伝
の
た
め
に
貼
ら
れ
た
、
今
の
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
。 

 

28
・
仙
伝
虫
脱
丸
包
紙 

 
 
 
 

二
点 

縦
一
六
・
六
㎝ 

横
八
・
九
㎝ 

近
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

東
海
道
筋
手
原
村
（
現 

栗
東
市
手
原
）
の
猪
飼
家
で
製
造
販
売
さ
れ
て
い
た
仙
伝
虫
脱

丸
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。 

 

展
示
品
は
「
官
許
」
の
文
字
な
ど
か
ら
明
治
以
降
の
も
の
だ
が
、
仙
伝
虫
脱
丸
は
享
和
元

年
（
一
八
〇
一
）
に
当
地
を
通
っ
た
大
田
蜀
山
人
も
『
改
元
紀
行
』
に
そ
の
存
在
を
書
き
残

し
て
い
る
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
た
薬
で
あ
っ
た
。 

 

29
・
綣
村
膏
薬
法
書 

 
 
 
 
1

冊 

縦
二
四
・
四
㎝ 

横
一
六
・
九
㎝ 

江
戸
時
代 

 

大
宝
神
社
蔵 

 

綣
村
膏
薬
は
地
黄
、
肉
桂
な
ど
の
漢
方
薬
を
胡
麻
油
な
ど
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
煮
た
も
の
。

本
書
は
こ
れ
を
最
初
に
売
っ
た
店
は
大
宝
神
社
の
鳥
居
の
南
に
あ
る
薬
屋
西
田
源
兵
衛
の
屋

敷
で
あ
る
と
す
る
。 

 

西
田
源
兵
衛
は
大
宝
神
社
の
社
家
神
応
院 (

西
田
姓
）
の
分
家
で
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭

の
大
宝
神
社
周
辺
を
描
い
た
「
綣
村
講
株
絵
図
」
に
も
「
薬
屋 

西
田
源
兵
衛
」
と
し
て
登

場
す
る
。 

 

筆
跡
等
か
ら
、
幕
末
の
神
応
院
禅
覚
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

       

《
大
田
蜀
山
人
『
壬
戌
紀
行
』
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
よ
り
》 

か
さ
川
村
を
す
ぎ
て
右
に
大
寶
天
王
宮
あ
り
。
左
に
へ
そ
村
膏
薬
あ
り
て
栗
本
郡
中
村
氏
製

と
あ
り 
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30
・
大
宝
山
佛
眼
寺
丸
方
書 

 
 
 
 

一
通 

縦
二
七
・
八
㎝ 

横
六
二
・
〇
㎝ 

江
戸
時
代 

元
治
元
年
（
一
八
六
四
） 

 

大
宝
神
社
蔵 

 

大
宝
山
仏
眼
寺
丸
は
、
名
前
の
と
お
り
大
宝
山
の
山
号
を
も
つ
仏
眼
寺
ゆ
か
り
の
丸
薬
。

大
黄
や
丁
子
と
い
っ
た
漢
方
薬
を
仏
眼
寺
の
本
尊
に
供
え
た
仏
飯
で
練
り
上
げ
る
と
い
う
も

の
で
、
本
尊
よ
り
授
け
ら
れ
た
秘
薬
と
さ
れ
た
。
麻
の
実
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
一
剤
五
分
三

十
二
文
と
価
格
も
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
販
売
さ
れ
た
か
は
確
認
で
き
な
い
。 

 

元
治
元
年 (

一
八
六
四)
、
佛
眼
寺
の
住
職
信
道
の
入
寺
に
際
し
、
大
宝
神
社
別
当
の
神
応

院
禅
覚
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
。 

 

31
・
神
応
丸
版
木 

 
 
 
 

一
枚 

縦
一
二
・
一
㎝ 

横
一
〇
・
〇
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

神
応
丸
の
名
は
、疫
病
な
ど
と
も
関
わ
り
の
深
い
牛
頭
天
王
を
ま
つ
っ
た
大
宝
天
王
宮（
大

宝
神
社
）
の
別
当
神
応
院
か
ら
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

神
応
丸
を
製
造
し
た
西
田
清
左
衛
門
家
も
、大
宝
神
社
の
別
当
神
応
院
と
ゆ
か
り
を
持
つ
。

幕
末
の
神
応
院
、
禅
覚
の
名
は
大
宝
山
仏
眼
寺
丸
に
も
名
が
み
え
て
お
り
、
幕
末
に
お
け
る

綣
周
辺
の
製
薬
の
背
景
に
は
、
神
応
院
の
存
在
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

32
・
綣
村
旧
領
絵
図 

 
 
 
 

一
鋪 

縦
一
三
五
・
二
㎝ 

横
一
一
二
・
一
㎝ 

江
戸
時
代 

 

大
宝
神
社
蔵 

 

縦
に
太
く
描
か
れ
る
道
筋
が
中
山
道
。
道
の
左
右
に
黄
色
く
塗
ら
れ
た
場
所
が
集
落
を
示

す
。
上
が
守
山
宿
方
面
、
下
が
草
津
宿
方
面
で
あ
る
。 

 

上
方
に
左
右
に
青
で
太
く
描
か
れ
た
水
路
と
中
山
道
の
交
わ
る
右
下
に
赤
で
大
き
く
囲
ま

れ
た
場
所
が
大
宝
天
王
宮
（
現 

大
宝
神
社
）
で
、
薬
屋
源
兵
衛
家
（
明
治
以
降
の
西
田
薬

舗
）
は
、
大
宝
神
社
の
鳥
居
の
南
に
あ
っ
た
。
ま
た
神
応
丸
を
製
造
販
売
し
た
西
田
清
左
衛

門
家
は
、
大
宝
神
社
の
敷
地
の
右
下
に
あ
た
る
。 

 

綣
村
は
三
人
の
旗
本
の
支
配
を
う
け
、
集
落
以
外
は
支
配
者
別
に
三
色
に
塗
り
分
け
て
い

る
。 

 
 33

・
渋
川
村
中
沢
村
入
組
所
絵
図  

 
 
 
 

一
鋪 

縦
三
三
・
九
㎝ 

横
四
九
・
二
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

中
沢
立
場
（
現 

栗
東
市
中
沢
）
は
中
山
道
草
津
宿
と
守
山
宿
の
間
に
あ
り
、
三
方
を
渋

川
村
に
囲
ま
れ
た
中
沢
村
の
地
所
で
あ
っ
た
。 

 

街
道
沿
い
草
津
寄
り
の
「
五
畝
拾
四
歩 

中
沢
村 

嘉
助
」
と
注
記
の
あ
る
屋
敷
が
、
中

沢
立
場
の
小
休
本
陣
を
兼
ね
た
和
中
散
の
出
店
。織
田
彦
十
郎
の
経
営
し
た
店
を
前
身
と
し
、

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
ま
で
に
中
沢
村
に
移
転
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
は
嘉
助
が

経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

近
年
ま
で
、
や
や
傾
斜
の
あ
る
中
山
道
の
こ
の
あ
た
り
は
「
出
店
の
坂
」
と
称
さ
れ
て
い

た
。 

 
 

 

▲綣村旧領絵図 
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【
二
】
医
師
と
く
す
り 

 

江
戸
時
代
の
医
師
は
医
学
を
京
都
や
長
崎
な
ど
で
学
び
、
そ
の
技
術
を
修
め
た
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
患
者
を
診
断
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
症
状
に
あ
わ
せ
て
み
ず
か
ら
薬
を
調

合
し
て
与
え
て
い
た
。
近
代
以
降
に
な
る
と
医
師
と
薬
剤
師
と
が
資
格
免
許
に
よ
っ
て
区
別

さ
れ
、
医
師
に
よ
る
薬
の
調
合
は
な
さ
れ
な
く
な
る
。 

 

ま
た
、
僧
侶
ら
も
古
く
か
ら
医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
信
仰
と
の
結
び
つ
き
か
ら
、
お

ま
じ
な
い
的
な
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い
。
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
や
近
現
代

に
栗
東
市
内
で
行
わ
れ
て
い
た
医
療
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。 

 

34
・
医
師
鎌
田
右
内
関
係
資
料
の
う
ち 
薬
種
箱 

 
 
 
 

一
箱 

縦
二
八
・
二
㎝ 

横
三
九
・
〇
㎝ 

高
一
五
・
五
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

江
戸
時
代
、
目
川
村
で
開
業
し
た
医
師
鎌
田
右
内
（
一
七
四
四
～
一
八
〇
二
）
の
所
持
品
。

右
内
は
阿
波
徳
島
に
生
ま
れ
、
京
都
で
儒
学
・
医
学
を
学
ん
だ
。
村
の
生
活
に
お
い
て
右
内

の
よ
う
な
医
師
の
存
在
は
重
要
で
あ
っ
た
。 

 

薬
種
箱
の
な
か
は
整
然
と
分
類
さ
れ
た
薬
種
が
並
ん
で
い
る
。 

 

35
・
医
師
鎌
田
右
内
関
係
資
料
の
う
ち 

薬
匙 

 
 
 
 

二
本 

江
戸
時
代 

 
個
人
蔵 

 

鎌
田
右
内
の
医
療
用
道
具
類
の
う
ち
。
薬
の
調
合
の
際
に
用
い
て
い
た
。 

 

36
・
医
師
鎌
田
右
内
関
係
資
料
の
う
ち 

圧
尺 

 
 
 
 
 

二
本 江

戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

薬
の
調
合
の
際
、
薄
紙
を
お
さ
え
る
お
も
り
に
す
る
も
の
。 

 

37
・
医
師
鎌
田
右
内
関
係
資
料
の
う
ち 

薬
研 

 
 
 
 

一
組 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

乾
燥
さ
せ
た
薬
草
類
を
刻
ん
で
粉
に
す
る
た
め
の
道
具
。 

 
 

 

 

38
・
医
師
鎌
田
右
内
関
係
資
料
の
う
ち 

乳
鉢 

 
 
 
 

一
口 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

薬
種
を
す
り
つ
ぶ
し
、
き
め
細
か
い
粉
に
す
る
道
具
。 

 
39
・
医
師
鎌
田
右
内
関
係
資
料
の
う
ち 

経
絡
人
形 

 
 
 
 

一
躯 

像
高
四
九
・
五
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

和
紙
で
つ
く
っ
た
張
子
人
形
に
墨
や
朱
、
青
、
黄
な
ど
で
彩
色
し
経
絡
を
示
し
た
も
の
。

い
わ
ゆ
る
「
ツ
ボ
」
も
示
し
て
お
り
鍼
灸
治
療
に
活
用
さ
れ
る
。 

  
 ▲医師鎌田右内関係資料のうち 薬種箱 
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40
・
往
診
用
薬
箱 

 
 
 
 

一
箱 

 
 

縦
二
七
・
〇
㎝ 

横
四
〇
・
八
㎝ 

高
三
四
・
三
㎝ 

江
戸
時
代 

 

館
蔵 

 

旧
甲
賀
町
で
代
々
医
師
を
勤
め
て
き
た
家
に
伝
来
し
た
も
の
。
往
診
に
向
か
う
た
め
の
担

い
棒
を
通
す
金
具
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
で
薬
を
調
合
す
る
た
め
薬
匙
や
圧
尺
な
ど

も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
納
め
ら
れ
た
薬
種
に
は
「
木
通
」(

あ
け
び
の
漢
名)

や
「
羌
活
」

(

ウ
ド
の
若
根)

、「
国
老
」(
甘
草
の
異
名)

な
ど
一
四
袋
と
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
や
鹿
角
の
黒
焼

き
が
確
認
さ
れ
る
。 

 

41
・
灸
道
具 

 
 
 
 

一
式 

明
治
時
代
～
昭
和 

 

個
人
蔵 

 

栗
東
市
内
の
お
寺
で
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
こ
ろ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
。
数

種
類
の
薬
種
を
二
合
の
水
で
一
合
に
な
る
ま
で
煎
じ
、
そ
れ
で
墨
を
す
る
。
そ
の
墨
を
患
部

に
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
と
う
ち
つ
け
、
最
後
に
白
粉
を
塗
っ
て
墨
を
乾
か
せ
る
。
子
ど
も
の
夜
泣

き
や
手
足
の
痛
み
な
ど
に
き
く
と
い
わ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
た
と
い
う
。 

【
三
】
医
薬
の
近
代
化
と
売
薬
の
ひ
ろ
が
り 

 

明
治
三
年
（
一
八
七
一
）、
明
治
政
府
は
「
売
薬
取
締
規
則
」
に
よ
り
、
以
前
か
ら
広
く
売

ら
れ
て
き
た
「
売
薬
」
に
つ
い
て
、
神
仏
の
霊
験
を
か
た
る
こ
と
や
、「
勅
許
」「
家
伝
」「
秘

法
」
な
ど
の
文
句
を
宣
伝
に
用
い
る
こ
と
な
ど
を
禁
じ
ま
し
た
。
西
洋
医
学
の
考
え
を
取
り

入
れ
た
上
で
、
今
ま
で
の
薬
は
検
査
に
よ
る
販
売
許
可
制
と
し
、
成
分
や
効
能
な
ど
を
明
ら

か
に
し
て
発
売
す
る
も
の
と
し
た
の
で
す
。
ま
た
薬
品
販
売
や
製
薬
に
携
わ
る
人
の
免
許
制

度
も
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
り
、
途
絶
え
た
薬
は
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
人
々
の
生
活
に
売

薬
は
深
く
浸
透
し
て
お
り
、
や
が
て
新
薬
配
合
の
売
薬
も
登
場
す
る
な
ど
し
て
、
発
展
を
続

け
ま
し
た
。 

 
 ●

薬
を
め
ぐ
る
制
度
の
近
代
化 

 

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
資
料
は
、
主
に
江
戸
時
代
か
ら
出
庭
村
に
て
薬
の
製
造
販
売
を
行
っ

て
い
た
園
田
喜
兵
衛
家
に
関
わ
る
も
の
で
す
。明
治
政
府
の
出
し
た
新
し
い
制
度
に
応
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
申
請
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

42
・
諸
薬
品
買
入
并
製
薬
高
書
上 

 
 
 
 

一
冊 

 

縦
二
四
・
六
㎝ 

横
一
六
・
四
㎝ 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
） 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

江
戸
時
代
か
ら
薬
種
・
売
薬
業
を
営
ん
だ
園
田
家
の
、
明
治
三
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
五

年
ま
で
の
「
和
薬
」「
漢
薬
」「
洋
薬
」
の
買
入
れ
高
、
な
ら
び
に
明
治
三
年
に
お
け
る
「
萬

金
丹
」「
人
参
六
味
丸
」「
黒
丸
子
」
の
生
産
高
を
記
す
。
表
紙
に
記
さ
れ
た
園
田
喜
三
郎
（
の

ち
の
喜
兵
衛
）
の
年
令
か
ら
、
明
治
六
年
の
初
夏
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
。 

 

明
治
六
年
六
月
、
政
府
は
各
府
県
所
産
の
薬
品
金
属
等
に
つ
い
て
明
治
三
～
五
年
の
三
年

間
の
生
産
高
明
細
書
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
。
本
文
書
は
、
こ
れ
に
応
え
て
作
成
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。 

 



 - 14 - 

43
・
薬
種
并
売
薬
取
調
書
目
録 

 
 
 
 

一
冊 

 

縦
二
六
・
二
㎝ 

横
一
八
・
三
㎝ 

 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
） 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月
、
政
府
は
各
府
県
下
の
薬
店
商
業
者
の
姓
名
、
軒
数
等
の

取
調
べ
を
命
じ
た
。
本
資
料
は
こ
の
と
き
作
成
さ
れ
た
滋
賀
県
下
の
薬
種
、
売
薬
業
者
の
名

簿
で
、
履
歴
等
の
必
要
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
朱
で
確
認
が
記
さ
れ
る
。 

 

栗
太
郡
に
は
二
二
名
が
あ
り
、
現
在
の
栗
東
市
域
か
ら
は
手
原
村
の
猪
飼
左
太
良
と
正
三

良
、
出
庭
村
の
園
田
喜
兵
衛
、
辻
村
の
田
中
弥
兵
衛
、
六
地
蔵
村
の
大
角
弥
右
衛
門
と
嶋
林

八
郎
兵
衛
、
綣
村
の
西
田
源
兵
衛
の
七
人
の
名
が
み
え
る
。 

 
 
 

 

44
・
萬
金
丹
・
黒
丸
子
不
許
可
通
達 

 
 
 
 

一
通  

縦
二
八
・
〇
㎝ 

横
三
七
・
二
㎝ 

 

明
治
八
年
（
一
八
七
五
） 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

明
治
三
年
（
一
八
七
一
）
に
出
さ
れ
た
売
薬
取
締
規
則
に
よ
り
、
従
来
の
薬
は
検
査
を
へ

て
許
可
を
得
た
も
の
の
み
製
造
販
売
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

本
資
料
は
、
出
庭
村
で
代
々
薬
種
・
売
薬
業
を
営
ん
で
き
た
園
田
喜
兵
衛
か
ら
申
請
さ
れ

た
「
萬
金
丹
」
と
「
黒
丸
子
」
に
つ
い
て
、
当
時
売
薬
検
査
等
を
管
轄
し
て
い
た
文
部
省
か

ら
、
発
売
は
認
め
が
た
い
と
不
許
可
の
回
答
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
翌
年

に
は
萬
金
丹
、
黒
丸
子
と
も
販
売
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

45
・
萬
金
丹
効
能
書 

 
 
 
 

一
冊 

 
 

縦
二
五
・
七
㎝ 

横
一
八
・
一
㎝ 

明
治
時
代 

 

館
蔵 

 

冒
頭
に
「
明
治
九
年
子
七
月
十
一
日 

官
許
方
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
九
年
（
一
八

七
六
）
に
政
府
よ
り
萬
金
丹
の
発
売
が
許
可
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
効
能

書
で
あ
る
。 

 

具
体
的
な
原
材
料
や
そ
の
分
量
の
ほ
か
、
主
な
効
能
、
用
法
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。 

 
 46

・
売
薬
行
商
鑑
札
願
書 

 
 
 
 

一
冊 

 
 
 
 
   

 
 

縦
二
四
・
九
㎝ 

横
一
七
・
三
㎝ 

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
五
月
一
日
付 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

園
田
喜
兵
衛
が
、
自
ら
の
製
造
す
る
萬
金
丹
と
黒
丸
子
の
行
商
を
す
る
た
め
の
鑑
札
を
、

滋
賀
県
に
願
い
出
た
も
の
。
売
薬
営
業
以
外
で
も
、
請
売
（
委
託
販
売
）
や
行
商
な
ど
に
鑑

札
が
必
要
と
さ
れ
た
。 

 

文
末
に
朱
書
で
、
鑑
札
許
可
の
決
定
と
、
鑑
札
料
に
つ
い
て
は
追
っ
て
連
絡
す
る
と
の
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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47
・
売
薬
営
業
鑑
札
満
期
御
書
替
願 

 
 
 
 

一
冊 

 
 

縦
二
四
・
三
㎝ 

横
一
六
・
八
㎝ 

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月
一
六
日
付 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

園
田
喜
兵
衛
は
萬
金
丹
と
黒
丸
子
に
つ
い
て
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
売
薬
検
査
を

う
け
、
売
薬
営
業
の
鑑
札
を
得
て
い
た
。
五
年
を
経
た
明
治
一
四
年
六
月
に
有
効
期
間
が
満

期
と
な
る
た
め
、
滋
賀
県
に
対
し
て
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月
一
六
日
付
で
書
替
え

を
願
い
出
、
二
三
日
付
で
萬
金
丹
、
黒
丸
子
と
も
書
替
え
再
交
付
が
許
可
さ
れ
た
。 

 

48
・
鑑
札
領
収
書
差
出
ニ
付
達
書 

 
 
 
 

一
通  

 

縦
二
四
・
六
㎝ 

横
一
七
・
一
㎝ 

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月
二
五
日
付 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

新
し
い
鑑
札
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
、
栗
太
郡
役
所
、
出
庭
村
戸
長
を
通
じ
て
連
絡
さ
れ

て
い
る
。
新
し
い
鑑
札
の
受
取
に
際
し
て
は
、
本
人
か
ら
県
令
に
あ
て
て
領
収
書
を
提
出
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。 

 
 49

・
売
薬
営
業
鑑
札
拝
受
書 

 
 
 
 

一
通 

 
 

縦
二
四
・
一
㎝ 

横
三
三
・
一
㎝ 

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
） 

五
月
二
八
日
付 

 
館
蔵 

里
内
文
庫 

 
 

園
田
喜
兵
衛
か
ら
滋
賀
県
令
に
あ
て
て
出
さ
れ
た
、
萬
金
丹
と
黒
丸
子
の
鑑
札
の
領
収

書
。 

 

50
・
薬
種
類
取
扱
品
取
調
書 
 
 
 
 

一
冊 

 
 

縦
二
三
・
五
㎝ 

横
一
六
・
五
㎝ 

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
六
月 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

本
資
料
に
よ
る
と
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
時
点
で
園
田
家
の
取
扱
っ
た
薬
の
品
目

は
、
和
薬
八
七
種
、
舶
来
薬
一
七
九
種
、
合
計
二
六
六
種
に
の
ぼ
る
。 

 

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
、
薬
品
の
買
い
入
れ
は
和
薬
九
八
種
、
漢
薬
五
七
種
、
洋

薬
五
種
、
合
計
一
六
〇
種
で
あ
っ
た
か
ら
、
取
り
扱
う
品
数
は
一
五
年
足
ら
ず
で
一
〇
〇
種

ほ
ど
も
増
え
た
こ
と
に
な
る
。 

 

舶
来
薬
に
は
、
従
前
か
ら
の
漢
方
薬
系
の
薬
種
だ
け
で
な
く
、
塩
酸
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な

ど
の
化
学
物
質
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

                          

 

園田家で扱われた薬品の数 

  和薬 漢薬 洋薬 

明治 3 年（1870） 98 種 57 種 5 種 

明治 4 年（1871） 82 種 40 種 5 種 

明治 5 年（1872） 56 種 30 種 4 種 

明治 16 年（1883） 87 種 （舶来薬）179 種 

 

（参考）園田家の薬の生産高 

  萬金丹 人参六味丸 黒丸子 

明治 3 年

（1870） 

2 貫 800 目 

（10.5 ㎏） 

7 貫目 

（26.25 ㎏） 

150 目 

（約 0.26 ㎏） 

明治 9 年

（1876） 
（官許を得る）   （官許を得る） 

明治 19 年

（1886） 
 ―   （廃業） 

明治 22 年

（1889） 

5 貫 500 目 

（約20.63㎏）

（売上高 

   550 円）

    

江
戸
時
代
の
園
田
家
の
主
力
商
品
は
「
萬
金
丹
」「
人
参
六
味
丸
」
で
、
そ
の
ほ
か
に
「
黒

丸
子
」「
奇
応
丸
」
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。「
萬
金
丹
」
と
「
黒
丸
子
」
は
、
明
治
九

年
に
売
薬
営
業
の
鑑
札
を
得
て
い
ま
す
が
、「
黒
丸
子
」は
明
治
一
九
年
に
廃
業
し
て
い
ま
す
。 

明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
は
、
白
米
十
㎏
が
四
六
銭
（
〇
・
四
六
円
）
程
度
で
買
え
た
と
い

い
ま
す
か
ら
、
明
治
二
二
年
の
「
萬
金
丹
」
の
売
り
上
げ
は
、
現
在
の
お
金
に
換
算
す
れ
ば

三
五
〇
～
四
〇
〇
万
円
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
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51
・
売
薬
請
売
鑑
札
願
書 

 
 
 
 

一
冊 

縦
二
七
・
九
㎝ 

横
一
九
・
八
㎝ 

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
五
月
一
日
付 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

園
田
喜
兵
衛
が
売
薬
の
免
許
を
得
て
い
た
萬
金
丹
、
黒
丸
子
の
二
つ
の
薬
を
、
東
海
道
筋

の
手
原
村
（
現 
栗
東
市
手
原
）
の
里
内
新
助
が
販
売
し
た
い
と
し
て
、
滋
賀
県
に
願
い
出

て
い
る
。 

 

里
内
家
と
園
田
家
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
そ
の
縁
か
ら
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
る
。 

52
・
売
薬
請
売
約
定
書
控 

 
 
 
 

一
通 

縦
二
七
・
一
㎝ 

横
一
九
・
三
㎝ 

明
治
時
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

園
田
喜
兵
衛
が
売
薬
の
免
許
を
得
て
い
た
萬
金
丹
に
つ
き
、
請
売
り
の
話
が
ま
と
ま
っ
た

の
で
、
請
売
鑑
札
を
願
い
う
け
、
そ
の
鑑
札
免
許
の
期
限
内
に
お
い
て
は
、
売
薬
に
関
す
る

規
則
や
お
達
し
を
守
っ
て
商
売
す
る
と
約
束
す
る
内
容
。 

 

請
売
り
の
話
が
ま
と
ま
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 

53
・
売
薬
廃
業
ニ
付
願
書 

 
 
 
 

一
冊 

 
 

縦
二
三
・
九
㎝ 

横
一
六
・
六
㎝ 

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
） 

五
月
二
八
日 

 
館
蔵 

里
内
文
庫 

 

園
田
喜
兵
衛
が
許
可
を
得
て
い
た
萬
金
丹
、
黒
丸
子
の
二
つ
の
く
す
り
の
う
ち
、
黒
丸
子

の
売
薬
営
業
を
廃
業
す
る
旨
を
願
い
出
て
い
る
。
同
日
付
で
聞
き
届
け
ら
れ
、
鑑
札
も
領
収

さ
れ
て
い
る
。 

 

54
・
調
剤
用
具 

 
 
 
 

一
式 

昭
和
初
期 

 

個
人
蔵 

 

昭
和
一
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
大
阪
に
あ
っ
た
薬
屋
ゆ
か
り
の
資
料
。
当
時
の
調
剤
は
す
べ
て

薬
剤
師
に
よ
る
手
作
業
で
、
配
合
す
る
各
薬
を
秤
で
は
か
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
あ
わ
せ
て
乳

鉢
す
り
混
ぜ
、
一
回
分
ず
つ
ス
プ
ー
ン
で
計
量
し
て
薬
包
紙
に
包
ん
だ
。 

 

こ
こ
に
あ
る
秤
（
上
皿
天
秤
）
は
少
量
を
は
か
る
も
の
だ
が
、
病
院
な
ど
大
規
模
な
調
剤

を
行
う
と
こ
ろ
で
は
、
棹
秤
や
、
洗
面
器
ほ
ど
の
大
き
さ
の
あ
る
鉢
を
使
用
し
、
食
卓
テ
ー

ブ
ル
ほ
ど
も
あ
る
机
に
薬
包
紙
を
ず
ら
り
と
並
べ
て
作
業
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

55
・
西
田
薬
舗
看
板 

 
 
 
 

一
括 

近
代 

 

館
蔵 

 

お
よ
そ
戦
前
頃
ま
で
、
薬
局
は
店
先
に
ず
ら
り
と
看
板
を
掲
げ
た
。 

 

本
資
料
を
伝
え
た
西
田
薬
舗
は
、
江
戸
時
代
の
薬
屋
源
兵
衛
家
の
流
れ
を
く
み
、
第
二
次

世
界
大
戦
ご
ろ
ま
で
営
業
し
た
。伝
来
の
看
板
か
ら
、滋
賀
県
内
で
は
蒲
生
郡
な
ど
の
ほ
か
、

遠
方
で
は
東
京
や
大
阪
、
京
都
、
伊
勢
（
三
重
県
）、
讃
岐
（
香
川
県
）
な
ど
、
各
地
の
有
名

売
薬
を
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
展
示
は
そ
の
一
部
。 

 

上
に
吊
手
、
左
右
に
持
ち
手
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
朝
に
軒
先
に
ぶ
ら
下
げ
、
夜
に
は

店
内
に
取
り
入
れ
た
。
横
型
の
も
の
は
、
庇
な
ど
に
掲
げ
ら
れ
た
。 

 

・「
感
応
丸
」
看
板 

（
縦
一
二
七
・
八
㎝ 

横
五
一
・
一
㎝
） 

 

軒
先
に
さ
げ
ら
れ
て
い
た
看
板
。「
感
応
丸
」
は
、
滋
賀
県
内
で
は
甲
賀
と
並
ぶ
薬
の
生
産

地
で
あ
っ
た
日
野
の
「
吉
村
養
寿
堂
薬
館
」
に
よ
る
薬
。
裏
面
は
「
正
産
湯
」
の
宣
伝
に
な

っ
て
い
る
。 

 

・「
胃
活
」
看
板 

（
縦
一
四
四
・
六
㎝ 

横
五
六
・
三
㎝
） 

 

 

軒
先
に
さ
げ
ら
れ
て
い
た
看
板
。
裏
面
は
「
ロ
ー
ト
目
薬
」
の
宣
伝
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
全
国
規
模
で
販
売
さ
れ
る
薬
が
多
く
、「
胃
活
」
は
当
時
広
く
知
ら
れ

た
胃
薬
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。 
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・「
安
神
湯
」「
健
胃
散
」
看
板 

（
縦
四
五
・
六
㎝ 

横
一
二
一
・
一
㎝
） 

・「
健
脾
圓
」
看
板 

（
縦
四
七
・
九
㎝ 

横
一
二
一
・
一
㎝
） 

 

「
安
神
湯
」「
健
胃
散
」
は
大
阪
の
、「
健
脾
圓
」
は
伊
勢
（
三
重
）
の
薬
。 

 

薬
の
名
で
「
湯
」
が
つ
く
の
は
煎
じ
て
飲
む
薬
。「
散
」
は
粉
薬
。「
圓
」
は
丸
剤
、
散
剤

の
う
ち
薬
の
作
用
が
強
く
使
用
量
の
少
な
い
も
の
を
さ
す
こ
と
が
多
く
、
か
な
ら
ず
し
も
薬

が
円
や
球
形
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。 

・「
ア
ポ
ロ
」
看
板 

（
縦
四
四
・
六
㎝ 

横
六
三
・
五
㎝
） 

 

現
状
で
は
中
央
が
く
り
ぬ
か
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
は
こ
こ
に
何
か
細
工
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

「
ア
ポ
ロ
」
は
「
最
新
完
全
防
臭
剤
」
を
う
た
い
、
中
央
上
方
に
は
「
ア
ナ
タ
ご
よ
う
い

な
さ
い
ま
し
た
か 

い
や
な
に
ほ
い
も
ア
ポ
ロ
の
十
滴 

ア
ナ
タ
の
御
意
の
ま
ゝ
」
と
書
か

れ
て
い
る
。 

 

・「
浅
田
飴
」
看
板 

（
縦
四
八
・
四
㎝ 

横
九
〇
・
八
㎝
） 

 

現
在
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
浅
田
飴
の
看
板
。「
た
ん
せ
き
に
浅
田
飴 

空
腹
に
め
し
」
と
あ

り
、
痰
や
咳
に
対
し
て
、
す
き
っ
腹
に
ご
飯
を
食
べ
る
ほ
ど
の
効
能
が
あ
る
、
と
宣
伝
し
て

い
る
。 

 

●
公
衆
衛
生
と
教
育 

 

交
通
が
発
達
し
、
人
の
行
き
来
が
活
発
に
な
る
と
、
伝
染
病
も
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
文
明
国
」
と
し
て
世
界
に
認
め
ら
れ
る
た
め
、
伝
染
病
や
寄
生
虫
病

へ
の
対
策
は
国
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

明
治
以
降
、
政
府
は
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
も
学
校
な
ど
を
通
じ
、
科
学
的
な
見
地
か
ら

公
衆
衛
生
教
育
を
進
め
ま
し
た
。
病
気
の
予
防
や
対
策
へ
の
知
識
は
、
近
代
医
薬
と
と
も
に

人
々
の
健
康
を
支
え
る
車
の
両
輪
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

  

56
・
眼
病
模
型 

 
 
 
 

一
式 

縦
一
九
・
五
㎝ 

横
一
六
・
五
㎝ 

高
三
・
〇
㎝ 

近
代 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

57
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
一
席
話 

 
 
 
 

一
冊 

 
 

縦
一
八
・
八
㎝ 

横
一
三
・
〇
㎝ 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
） 

 
 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

ト
ラ
ホ
ー
ム
は
伝
染
性
の
慢
性
結
膜
炎
。
ひ
ど
く
な
る
と
失
明
す
る
こ
と
も
あ
り
、
戦
後

し
ば
ら
く
ま
で
そ
の
対
策
が
課
題
と
さ
れ
た
。 

 

模
型
は
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
の
進
行
し
た
状
態
を
解
説
す
る
も
の
。 

 

冊
子
は
、
身
辺
を
清
潔
に
し
、
汚
い
手
で
目
を
こ
す
ら
な
い
な
ど
、
日
常
的
な
衛
生
管
理

を
中
心
に
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
の
要
旨
を
ま
と
め
て
い
る
。
末
尾
に
一
〇
番
か
ら
な
る
ト
ラ
ホ

ー
ム
予
防
の
歌
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

       

◎
里
内
文
庫 

里
内
文
庫
は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）、
現
在
の
栗
東
市
手
原
に
開
設
さ
れ
た
私
立
図

書
館
。 

 

図
書
館
は
学
校
教
育
と
並
ぶ
通
俗
教
育
の
拠
点
と
さ
れ
、
里
内
文
庫
に
も
公
衆
衛
生
や
医

薬
に
関
わ
る
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。

《
東
京
大
空
襲
の
前
後
の
日
々
を
記
し
た
内
田
百
閒
の
日
記
『
東
京
焼
盡
』 

昭
和
二
〇
年
六
月
二
三
日
よ
り
》

下
痢
止
め
は
売
薬
で
沢
山
に
て
小
林
博
士
の
薬
局
を
煩
わ
す
迄
も
な
い
か
ら
、
も
し
何
か
買

へ
た
ら
そ
の
事
は
お
願
ひ
し
な
く
て
も
い
い
と
云
っ
た
。
買
つ
て
来
い
と
い
つ
た
の
は
時
代

遅
れ
乍
ら
昔
か
ら
の
馴
染
み
の
ヘ
ル
プ
を
第
一
と
し
ビ
オ
フ
エ
ル
ミ
ン
、
わ
か
ま
つ
、
梅
肉

エ
キ
ス
等
又
序
に
胃
活
胃
散
も
あ
っ
た
ら
買
つ
て
お
く
。
そ
の
外
蚊
の
食
つ
た
後
に
つ
け
る

痒
み
止
め
の
ク
リ
ー
ム
等
を
メ
モ
に
し
て
家
内
に
持
た
せ
て
や
っ
た
。 



 - 18 - 

58
・
教
育
ス
ラ
イ
ド
台
本 

 
 
 
 

一
括 

  
 

 
 

昭
和 

 

館
蔵
（
葉
山
小
学
校
旧
蔵
） 

 

戦
後
、
学
校
教
育
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
視
聴
覚
教
材
の
う
ち
、
ス
ラ
イ
ド
の
台
本
。

「
ね
ず
み
」「
結
核
」「
ト
ラ
ホ
ー
ム
」「
寄
生
虫
」
な
ど
伝
染
病
や
公
衆
衛
生
に
か
か
わ
る
テ

ー
マ
が
含
ま
れ
る
。
病
原
体
や
感
染
経
路
、
予
防
接
種
な
ど
の
知
識
や
、
手
洗
い
な
ど
日
常

的
な
衛
生
管
理
の
大
切
さ
を
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
「
今
日
、
世
界
の
文
明
国
の
中
で
、
日
本
ほ
ど
、
寄
生
虫
病
の
多
い
国
は
あ
り
ま
せ

ん
」（「
寄
生
虫
」）
と
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
衛
生
教
育
が
単
に
国
民
の
健
康
上
の
問
題
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
文
明
国
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
た
め
の
国
家
的
な
課
題
で
あ
る
と
の

認
識
が
う
か
が
え
る
。 

 
 

  

●
庶
民
の
味
方 

置
き
薬 

 

置
き
薬
は
、
業
者
が
あ
ら
か
じ
め
き
め
ら
れ
た
薬
を
家
庭
に
お
き
、
定
期
的
に
販
売
員
が

巡
回
し
て
、
使
っ
た
分
だ
け
代
金
を
請
求
す
る
と
い
う
も
の
。
家
庭
に
常
備
さ
れ
、
必
要
な

と
き
に
す
ぐ
使
え
る
置
き
薬
は
人
々
の
強
い
味
方
で
し
た
。ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
で
あ
れ
ば
、

置
き
薬
で
対
処
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
。 

 

全
国
的
に
は
富
山
の
薬
売
り
が
有
名
で
す
が
、
栗
東
で
は
甲
賀
郡
の
業
者
も
多
く
来
て
い

ま
し
た
。 

   

59
・
薬
箱 

 
 
 
 

一
箱 

（
縦
一
二
・
八
㎝ 

横
二
一
・
七
㎝ 

高
一
〇
・
八
㎝
） 

60
・
ス
パ
ー
ク 

 
 
 
 

一
包 

61
・
赤
玉
は
ら
薬 

 
 
 
 

三
包 

62
・
解
熱
ト
ン
プ
ク 

 
 
 
 

二
包 

63
・
六
神
丸 

 
 
 
 

二
包 

64
・
強
力
セ
メ
ン
エ
ン 

 
 
 
 

六
包 

65
・
セ
キ
ト
ー
ル 

 
 
 
 

一
包 

66
・
薬
価
計
算
書 

 
 
 
 

一
通 

い
ず
れ
も
昭
和 

 

館
蔵 

 

栗
東
市
六
地
蔵
で
使
わ
れ
て
い
た
置
き
薬
の
薬
箱
。「
担
当
員
／
甲
賀
郡
甲
南
町
野
田
／
倉

谷
長
生
堂
薬
房
」
と
あ
り
、
甲
賀
郡
の
業
者
の
も
の
。
引
き
出
し
で
は
な
く
、
ス
ラ
イ
ド
式

の
蓋
の
つ
い
た
木
箱
で
あ
る
。 

 
「
ス
パ
ー
ク
」「
赤
玉
は
ら
薬
」「
解
熱
ト
ン
プ
ク
」「
六
神
丸
」「
強
力
セ
メ
ン
エ
ン
」「
セ

キ
ト
ー
ル
」な
ど
中
に
お
さ
め
ら
れ
た
薬
は
、い
ず
れ
も
甲
賀
郡
内
の
製
薬
会
社
の
製
品
で
、

こ
う
や
っ
て
地
元
の
薬
を
置
き
薬
と
し
て
配
置
し
た
。 

 

清
算
時
の
薬
価
計
算
書
も
残
っ
て
い
る
。 
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67
・
薬
箱 

 
 
 
 

一
箱 

 
 

縦
一
六
・
五
㎝ 

横
二
〇
・
九
㎝ 

高
九
・
〇
㎝ 

昭
和 

 

館
蔵 

 

栗
東
市
六
地
蔵
で
使
わ
れ
て
い
た
置
き
薬
の
薬
箱
。「
甲
賀
郡
佐
山
森
地
健
勝
堂
」と
あ
り
、

甲
賀
郡
の
業
者
の
も
の
。
引
き
出
し
は
一
段
だ
が
、
木
製
の
し
っ
か
り
と
し
た
つ
く
り
の
箱

で
あ
る
。 

68
・
薬
箱 

 
 
 
 

一
箱 

 
 

縦
一
九
・
五
㎝ 

横
二
二
・
七
㎝ 

高
一
二
・
〇
㎝ 

昭
和 

 

館
蔵 

 

栗
東
市
高
野
（
小
坂
）
で
使
わ
れ
て
い
た
置
き
薬
の
薬
箱
。「
甲
賀
郡
甲
南
町
礒
尾 

佐
治

長
生
堂
」
と
あ
り
、
甲
賀
郡
の
業
者
の
も
の
。 

 

昭
和
一
五
年
ご
ろ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。 

 

69
・
薬
箱 

 
 
 
 

一
箱 

（
縦
一
八
・
九
㎝ 

横
二
三
・
六
㎝ 

高
一
六
・
五
㎝
） 

70
・
人
参
実
母
散 

 
 
 
 
1

包 

71
・
昭
和
メ
ン
タ
ム 

 
 
 
 

二
箱 

昭
和 

 

館
蔵 

 

栗
東
市
綣
で
使
わ
れ
て
い
た
置
き
薬
の
薬
箱
。「
越
中
富
山
」「
株
式
会
社
広
貫
堂
」「
杉
政

正
一
薬
房
」
な
ど
の
文
字
が
見
え
、
富
山
か
ら
来
て
い
た
業
者
の
も
の
。 

 

引
き
出
し
は
上
下
二
段
で
、
上
段
に
は
間
仕
切
り
が
あ
る
。 

 

「
昭
和
メ
ン
タ
ム
」
二
箱
と
、
大
正
六
年
の
年
記
の
あ
る
売
薬
印
紙
を
貼
り
付
け
た
「
人

参
実
母
散
」
一
包
と
が
残
っ
て
い
る
。 

 

72
・
犀
角 

 
 
 
 
1

包 

73
・
赤
玉
神
教
丸 

 
 
 
 
1

箱 

74
・
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ム
液 

 
 
 
 
1

箱 
 
 
 
 
 
 
 
  

昭
和 

 

館
蔵 

 

「
い
と
や
」
と
称
し
た
店
で
購
入
さ
れ
た
も
の
。
犀
角
は
解
熱
剤
と
し
て
使
用
し
た
。 

 

医
者
に
処
方
さ
れ
る
薬
に
対
し
て
、
身
近
な
店
で
購
入
す
る
薬
は
「
売
薬
」
と
総
称
さ
れ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
な
ど
の
際
に
利
用
さ
れ
た
。 
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【
四
】
民
間
療
法
の
世
界 

 

民
間
療
法
は
人
び
と
の
長
い
経
験
の
蓄
積
の
も
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
方
法
で
あ
る
。薬
草
、

薬
木
な
ど
を
用
い
、
病
気
や
怪
我
を
治
癒
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
薬
草
が
手
元
に
な

い
場
合
の
応
急
処
置
法
も
考
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
お
ま
じ
な
い
に
近
く
、
近
代
化
と
と
も
に

合
理
的
な
応
急
処
置
法
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。 

 

ま
た
、
薬
に
お
い
て
も
近
代
化
は
推
進
さ
れ
た
。
欧
米
諸
国
か
ら
薬
品
が
輸
入
さ
れ
、
日

本
古
来
の
民
間
療
法
は
否
定
さ
れ
て
い
く
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
軍
事
制
度
が
整
備
さ
れ

て
い
く
な
か
、
戦
争
と
地
域
社
会
の
接
点
に
お
い
て
民
間
療
法
は
見
直
さ
れ
、
根
強
く
生
き

続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

75
・
妙
薬
法
書
入
包
紙 

 
 
 
 

一
紙 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

さ
ま
ざ
ま
な
妙
薬
や
応
急
処
置
の
メ
モ
書
を
、
一
括
し
て
包
ん
で
い
た
包
紙
。
こ
の
よ
う

な
メ
モ
書
は
、
出
か
け
る
と
き
な
ど
懐
に
し
ま
い
や
す
い
よ
う
小
さ
い
紙
切
れ
に
記
し
て
い

た
。 

 

76
・
ム
ネ
ム
シ
ツ
カ
エ
ノ
妙
薬 

 
 
 
 

一
通 

 
 

縦
一
六
・
二
㎝ 
横
八
・
〇
㎝ 

江
戸
時
代 

 
個
人
蔵 

 

胸
の
つ
か
え
の
妙
薬
。
ま
ず
乾
姜
、
芍
薬
、
茯
苓
、
陳
皮
、
甘
草
、
肉
桂
を
少
々
、
水
一

合
半
に
入
れ
る
。
こ
れ
を
一
合
に
な
る
ま
で
煎
じ
、
最
後
に
水
飴
を
ひ
と
さ
じ
混
ぜ
て
一
杯

分
の
薬
が
で
き
る
。 

 

77
・
風
妙
薬 
 
 
 
 

一
通 

一
五
・
六
㎝ 

九
・
一
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

風
邪
薬
の
薬
種
を
書
き
と
ど
め
た
も
の
。
羌
活
、
紫
蘇
、
葛
根
、
蒼
朮
、
川
芎
、
香
附
子
、

甘
草
、
陳
皮
、
生
姜
な
ど
現
在
も
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。 

78
・
妙
法 

 
 
 
 

一
通 

二
四
・
七
㎝ 

三
四
・
五
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

か
ら
だ
の
む
く
み
に
効
く
妙
薬
の
処
方
。
き
ゅ
う
り
の
根
を
よ
く
洗
い
、
甘
草
な
ど
と
あ

わ
せ
て
煎
じ
用
い
る
も
の
。 

 

79
・
妙
薬
の
歌 

 
 
 
 

一
通 

 
 

縦
一
五
・
七
㎝ 

横
三
八
・
六
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

典
型
的
な
民
間
療
法
で
、
憶
え
や
す
い
よ
う
歌
に
し
て
あ
る
。
牛
に
水
の
中
を
渡
ら
せ
る

時
、
の
ど
に
骨
が
ひ
っ
か
か
っ
た
時
、
出
血
し
た
時
な
ど
の
対
処
法
が
記
さ
れ
る
。
い
ず
れ

も
生
活
感
あ
る
庶
民
的
な
対
処
法
と
い
え
る
。 

（
釈
文
） 

 
 
 

大
水
の
中
へ
牛
や
り
か
た 

せ
は
き
道
ひ
ろ
く
渡
れ
よ
黒
の
こ
ま 

伯
楽
天
か
つ
き
候
て
ま
し
ま
す 

  
 
 

の
ん
と
ニ
ほ
ね
た
ち
た
る
時 

い
せ
の
漬
あ
こ
木
の
う
ら
の
あ
ミ
の
子 

あ
ミ
の
子
な
れ
と
ぬ
け
も
せ
よ 

  
 
 

血
留
の
歌 

血
の
道
ハ
父
と
母
と
の
血
な
り
け
り 

此
血
を
と
め
よ
ち
の
道
の
神 

 

一
ま
む
し
さ
し
た
る
に
は
、
青(

あ
お)

た
ば
こ
の 

 

は
を
き
て
よ
し 

 

青
た
は
こ
な
き
時
は
し
や
う
ゆ
う
も
よ
し 
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一
は
ち
の
さ
し
た
る
に
は 

 
と
う
が
ら
し
す
り
き
男
ハ
女
の
油
の 

 

手
ふ
き
紙
に
て
な
て
丶
よ
し 

 

又
女
ハ
男
の
手
ふ
き
紙
に
て
よ
し 

 

一
は
な
血
い
つ
る
時
ハ
さ
き
の
人
の
右 

 

な
ら
此
方
の
右
の
き
ん
を
に
き
り
て
よ
し 

 

又
左
な
ら
ハ
左
の
き
ん
に
き
り
て
よ
し 

 

女
の
留
ル
人
な
ら
ハ
ち
丶
を
右
の
通 

 

に
き
り
て
よ
し 

 

80
・
て
ん
か
ん
き
ゃ
う
ふ
う
の
妙
薬 

 
 
 
 

一
通 

 
 

縦
一
七
・
二
㎝ 

横
二
二
・
五
㎝ 

江
戸
時
代 

 

個
人
蔵 

 

芝
原
柳
翁
軒
が
販
売
し
て
い
る
薬
。
服
用
法
が
特
徴
的
。
宵
の
う
ち
に
家
の
東
方
で
水
を

汲
み
、
月
星
の
影
を
映
し
て
お
く
。
こ
の
水
で
朝
日
の
出
る
方
角
に
向
か
っ
て
薬
を
飲
む
。

一
包
で
七
日
間
の
服
用
が
で
き
る
。た
だ
し
油
気
類
は
合
わ
な
い
た
め
禁
物
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

81
・
通
俗
家
庭
療
法 

 
 
 
 

一
冊 

 
 

縦
一
三
・
七
㎝ 
横
八
・
四
㎝ 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
） 

 

館
蔵 
里
内
文
庫 

 

家
庭
に
お
け
る
治
療
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
。
近
代
以
降
の
応
急
処
置
法
は
、
近
代

医
学
に
基
づ
い
た
合
理
的
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。 

 

82
・
消
毒
薬
販
売
御
願
書 

 
 
 
 
1

冊 

二
四
・
三
㎝ 

一
六
・
七
㎝ 

明
治
一
四
年
五
月
五
日
（
一
八
八
一
） 

 

館
蔵
里
内
文
庫 

 

薬
舗
園
田
喜
兵
衛
が
滋
賀
県
に
消
毒
薬
の
販
売)

許
可
を
願
い
出
た
も
の
。
当
時
、
消
毒
薬

は
主
に
伝
染
病
予
防
の
た
め
に
販
売
さ
れ
、
地
域
の
衛
生
問
題
に
は
薬
屋
の
存
在
が
欠
か
せ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

83
・「
戦
友
」
第
一
四
八
号 

 
 
 
 

一
通 

 
 

縦
二
八
・
四
㎝ 

横
二
〇
・
九
㎝ 

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
） 

 

館
蔵
里
内
文
庫 

 

滋
賀
県
で
は
明
治
に
は
い
っ
て
最
初
に
伝
染
病
が
広
ま
っ
た
の
は
、
西
南
戦
争
の
帰
還
兵

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
地
で
感
染
し
、
帰
還
後
に
地
域
社
会
に
広
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

地
域
と
近
代
戦
争
と
の
接
点
に
伝
染
病
の
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
資
料
に
よ
る
と
、

腸
チ
フ
ス
は
日
清
戦
争
の
従
軍
総
死
者
の
約
六
分
一
を
占
め
、
日
露
戦
後
に
は
同
じ
く
三
分

一
に
増
加
し
た
と
い
う
。 

 

84
・
時
局
ト
森
林
薬
用
森
林
植
物 

 
 
 
 

一
冊 

二
二
・
〇
㎝ 

一
四
・
八
㎝ 

大
正
六
年
一
〇
月
（
一
九
一
七
） 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

第
一
次
世
界
大
戦
下
で
の
民
間
療
法
の
見
直
し
に
よ
り
、
農
商
務
省
山
林
局
が
作
成
し
た

薬
用
植
物
な
ど
の
一
覧
。
薬
草
な
ど
を
中
心
と
し
た
民
間
療
法
が
見
直
さ
れ
る
の
は
政
府
の

主
導
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
民
間
療
法
が
長
い
歴
史
を
民
衆
と
と
も
に
重
ね
て
き
た
こ
と

の
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
。 

 

八
五
・
天
授
秘
薬
民
間
療
法
第
一
輯 

 
 
 
 

一
冊 

一
四
・
六
㎝ 

一
〇
・
〇
㎝ 

大
正
一
〇
年
一
月
一
日
（
一
九
二
一
） 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

近
代
医
学
の
浸
透
に
よ
り
民
間
療
法
は
否
定
さ
れ
て
い
く
か
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
は
か

ら
ず
も
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
八
）
が
民
間
療
法
の
見
直
し
を
推
し
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
本
資
料
に
よ
れ
ば
大
戦
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
薬
品
の
輸
入
が
減
少
し
た

た
め
「
再
び
日
本
在
来
の
薬
草
薬
木
の
必
要
」
が
認
識
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
再
び
民
間

療
法
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
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86
・
薬
用
植
物
ニ
ヨ
ル
民
間
療
法 

 
 
 
 

一
枚  

 

縦
二
七
・
六
㎝ 

横
三
九
・
三
㎝ 

昭
和 

 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

さ
ま
ざ
ま
な
薬
用
植
物
と
そ
の
効
用
を
一
覧
に
し
た
も
の
。
民
間
療
法
は
「
充
分
ノ
発
達

ヲ
シ
テ
居
ラ
ヌ
」
と
し
な
が
ら
も
、
記
載
さ
れ
た
植
物
は
「
採
取
容
易
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
主
」
と

し
て
い
る
。
自
給
自
足
を
前
提
と
し
た
戦
時
下
で
の
薬
の
あ
り
か
た
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

【
ス
ポ
ッ
ト
】
病
と
ま
じ
な
い 

 

江
戸
時
代
、
信
仰
や
ま
じ
な
い
と
医
療
は
境
を
接
し
、
あ
る
面
に
お
い
て
は
混
じ
り
合
っ

て
さ
え
い
ま
し
た
。
明
治
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
科
学
的
な
見
地
か
ら
の
医
薬
と
信
仰
の
世

界
は
分
け
ら
れ
、
こ
う
し
て
神
仏
の
ご
利
益
や
信
仰
な
ど
は
、
現
在
で
は
医
療
や
薬
と
は
別

の
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
在
で
も
聞
き
伝
え
ら
れ
て
い
る
中
に
は
、
医
薬
と
信
仰
が
い
ま
だ
未
分
化
で

あ
っ
た
こ
ろ
の
痕
跡
を
残
す
も
の
も
あ
り
り
ま
す
。 

 

神
仏
へ
の
祈
願
を
し
た
り
、
お
守
り
を
持
ち
歩
く
な
ど
、
苦
痛
か
ら
逃
れ
た
い
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
た
め
し
、
頼
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 87

・
安
産
神
符 

 
 
 
 

一
点 

 
 

縦
三
・
五
㎝ 

横
五
・
八
㎝ 

江
戸
時
代 

 

大
宝
神
社
蔵 

 

安
産
の
お
守
り
。「
神
祇
学
頭
源
雅
胤
」
と
は
臼
井
雅
胤
の
こ
と
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
白

川
神
道
（
伯
家
神
道
）
説
の
樹
立
者
。
こ
の
神
符
が
白
川
神
道
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。 

 

88
・
疫
禊
守 

 
 
 
 

一
点 

縦
一
二
・
三
㎝ 

横
一
八
・
四
㎝ 

江
戸
時
代 

 

大
宝
神
社
蔵 

 

文
言
か
ら
す
れ
ば
疫
病
な
ど
を
は
ら
う
た
め
の
護
符
と
思
わ
れ
る
。「
八
雲
立
つ
八
重
垣
は

妻
隠
（
籠
）
に
、
八
重
垣
造
る
そ
の
八
重
垣
え
」
と
は
日
本
書
紀
に
載
せ
る
素
盞
鳴
尊
の
歌
。

稲
田
比
売
尊
を
妻
に
迎
え
る
た
め
新
し
い
家
を
建
て
る
時
に
詠
ん
だ
も
の
。そ
の
二
人
に「
守

幸
給
」
と
唱
え
て
い
る
。 
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89
・
ぜ
ん
そ
く
呪
広
告 

 
 
 
 

一
枚 

縦
五
二
・
〇
㎝ 

横
三
九
・
六
㎝ 

 

近
代 

 
 

館
蔵 

里
内
文
庫 

 

近
江
国
水
口
町
（
現 

甲
賀
市
水
口
町
）
の
松
尾
願
隆
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
ぜ
ん
そ
く

封
じ
の
行
事
の
案
内
。 

 

へ
ち
ま
一
個
を
持
参
の
こ
と
、
と
あ
る
が
、
へ
ち
ま
は
中
国
で
は
食
用
の
ほ
か
漢
方
薬
と

し
て
も
親
し
ま
れ
、
咳
を
し
ず
め
た
り
す
る
ほ
か
解
毒
や
殺
菌
作
用
も
期
待
さ
れ
た
植
物
で

あ
っ
た
。 

 

こ
う
い
っ
た
宗
教
行
事
は
、
現
在
で
は
医
薬
と
は
別
と
み
な
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
当
時

の
薬
効
知
識
な
ど
と
も
関
連
し
て
行
わ
れ
て
い
た
面
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

        
 90

・
疱
瘡
妙
方 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
通 

縦
二
四
・
七
㎝ 

横
三
二
・
〇
㎝ 

 
 

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
） 

 
個
人
蔵 

 

疱
瘡
に
効
く
薬
と
し
て
、
ア
ヒ
ル
の
卵
、
赤
小
豆
、
燕
の
糞
、
金
箔
な
ど
を
湯
に
入
れ
て

か
き
混
ぜ
、
そ
の
液
体
で
子
ど
も
を
撫
で
洗
う
と
よ
い
と
す
る
。 

 

疱
瘡
は
、
赤
い
発
疹
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
赤
く
丸
い
も
の
が
連
想
さ
れ
て
い
る
。
燕
の
糞

の
代
用
と
さ
れ
た
鼠
の
糞
な
ど
は
逆
効
果
と
も
思
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

考
え
試
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
疱
瘡
を
免
れ
た
い
と
い
う
思
い
は
切
実
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。 

 

し
か
し
当
然
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
も
の
は
現
代
的
な
意
味
で
の
薬
効
は
な
く
、
明
治
以

降
は
俗
信
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
っ
た
。 

（
釈
文
） 

稀
痘
妙
方 

一
鴨
卵
一
箇 

一
燕
屎
三
箇 

 
 
 

も
し
此
品
な
き
時
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鼠
の
ふ
ん
三
ツ
入
て
よ
し 

一
赤
小
豆
三
粒 

一
酒
少
許 

一
金
箔
三
枚 

 
 
 

内
二
枚
と
き
て
入
へ
し
一
枚
の
け
を
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
う
そ
う
の
時
さ
ゆ
ニ
て
用
ゆ
べ
し
、
食
す
丶
ミ
よ
し 

 

右
五
品
を
調
へ
小
児
出
生
七
夜
之
内
ニ
つ
か
ハ
す
べ
し
、
扨
其
仕
様
ハ
し
ろ
水 

を
二
日
前
よ
り
た
く
わ
へ
置
、
ゆ
に
わ
か
し
た
ら
い
へ
う
つ
し
、
其
中
へ
此
五
品
の 

薬
を
入
よ
く

く
か
き
ま
ぜ
や
そ
か
る
手
ぬ
ぐ
い
を
も
つ
て
あ
た
ま
か
お
よ
り
一
身 

を
よ
く
な
で
あ
ら
う
べ
し
、
さ
む
き
時
ハ
た
ら
い
を
や
め
す
へ
ふ
ろ
に
て
つ
か
う 

べ
し
、
但
小
児
出
生
七
夜
の
内
ニ
か
き
ら
ず
五
才
十
歳
以
上
に
て
も
よ
し
、 

一
剤
に
て
幾
人
に
て
も
つ
か
ハ
す
べ
し
、
此
名
方
ハ
皆
々
の
間
の
た
い
ど
く
を 

さ
る
ゆ
へ
に
痘
瘡
か
な
ら
ず
か
ろ
く
也
、
或
人
こ
丶
ろ
ミ
に
左
の
か
い
な
を
あ
ら
い 

の
こ
し
置
く
に
痘
瘡
の
時
左
の
か
い
な
ば
か
り
別
に
よ
け
い
出
へ
し
也
、
ま
こ
と
に 

伝
来
の
き
ほ
う
な
り
、
信
し
て
用
ゆ
べ
し 

 
 

享
和
二
戌
年
三
月
日 

  

91
・
猩
々
人
形 

 
 
 
 

一
式 

 

高
一
四
・
四
㎝ 

館
蔵 

 

本
資
料
は
、
東
海
道
と
中
山
道
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
草
津
宿
で
売
ら
れ
て
い
た
張
子
の
人

形
。 

 

題
材
と
な
る
猩
々
は
、
中
国
の
酒
の
精
霊
で
、
上
に
真
紅
の
衣
を
ま
と
い
、
右
手
に
ひ
し

ゃ
く
、
左
手
に
杯
を
持
っ
て
、
酒
樽
の
上
に
立
つ
。
隣
に
は
や
は
り
赤
色
の
だ
る
ま
を
添
え

か
つ
て
疱
瘡
（
天
然
痘
）
は
、
子
ど
も
が
か
か
れ
ば
命
取
り
に
な
り
か
ね
な
い
流
行
病
と

し
て
恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。
種
痘
が
普
及
す
る
ま
で
、
天
然
痘
を
防
ぐ
確
実
な
手
立
て
は
な
く
、

人
々
は
せ
め
て
ま
じ
な
い
に
頼
り
、
疱
瘡
に
か
か
ら
な
い
よ
う
願
い
ま
し
た
。 

 

疱
瘡
神
は
赤
色
を
嫌
う
と
の
考
え
か
ら
、
疱
瘡
神
を
追
い
払
う
た
め
、
赤
色
と
関
わ
る
ま

じ
な
い
も
の
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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る
。 

 
疱
瘡
神
は
赤
色
を
嫌
う
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
人
形
を
さ
ら
に
赤
い
敷
紙
の
上
に
乗
せ
、

桟
俵
の
上
に
乗
せ
て
疱
瘡
送
り
に
つ
か
っ
た
。
供
物
に
も
や
は
り
赤
に
ち
な
ん
だ
も
の
が
使

わ
れ
、
地
区
に
よ
り
、
赤
飯
や
赤
く
色
づ
け
し
た
し
ん
こ
団
子
な
ど
が
あ
っ
た
。 

                    
（
凡
例
） 

一
、
本
冊
子
は
、
特
別
陳
列
「
栗
東
と
く
す
り
」
の
展
示
解
説
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
、
本
展
示
は
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員
松
岡
久
美
子
（
全
体
構
成
、
第
一･

三
章
、
ス
ポ
ッ
ト
の
う

ち
87
～
89
以
外
）、
同
資
料
調
査
員
山
本
順
也
（
第
二･

四
章
、
ス
ポ
ッ
ト
の
う
ち
87
～
89
、
釈
文
）

が
担
当
し
た
。 

一
、
収
録
の
釈
文
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
■
は
判
読
不
能
を
示
す
。 

一
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
、
文
中
、
和
中
散
の
大
角
家
の
「
角
」
の
字
は
、
五
角
目
が
下
ま
で
突
き
抜
け
る
。 

 

（
謝
辞
） 

 

本
展
示
の
開
催
に
あ
た
り
、
下
記
の
皆
様
方
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
） 

大
角
重
一 

大
角
弥
右
衛
門 

鎌
田
一
郎 

川
﨑
愛
作 

北
川
栄 

小
山
健
夫 

島
田
忠
次 

園
田
喜
一 

 
 
 

西
田
和
子 

西
田
耕
之
助 

西
田
達
也 

西
田
博 

西
田
昌
子 

林
茂
彦 

水
野
元
昭 

山
本
真
次 

大
宝
神
社 

 

（
主
な
参
考
文
献
） 

・『
大
阪
製
薬
業
史
』
大
阪
製
薬
同
業
組
合
事
務
所
、
一
九
四
三
年 

・
シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』
中
井
晶
夫
・
斎
藤
信 

訳
、
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
八
年 

・『
目
で
見
る
く
す
り
の
博
物
誌
』
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
一
九
八
二
年 

・
日
本
薬
史
学
界
『
日
本
医
薬
品
産
業
史
』
薬
事
日
報
社
、
一
九
九
五
年 

   

▲栗東市綣(へそ)あたりでは、赤色に染めたしんこ団子（米粉の

団子）を供えた。（写真は再現） 
 

 

特
別
陳
列
「
栗
東
と
く
す
り
」
解
説
集 

 

二
〇
〇
六
年
三
月 

（
編
集
発
行
）
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館 

          

〒
五
二
〇
―
三
〇
一
六 

滋
賀
県
栗
東
市
小
野
二
二
三
―
八 

           http://www2.city.ritto.shiga.jp/hakubutsukan/ 


